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衜

 

の

 

記

 

お

 

く

 
頃

は

文

政

の

十

二

秋

の

八

の

す

へ

、
四

方

の

空

長

閑

に

て

 

秋

も

八

ツ

の

三

九

の

日

（

二

十

七

日

）

、
君

命

に

よ

つ

て

三

陽

（

三

州

）

矢

作

江

発

足

 

の

、
け

ふ

の

日

柄

も

吉

日

と

、
旅

の

門

ト

出

の

仕

合

よ

し

と

 

目

出

度

帰

り

下

谷

の

住

家

を

立

ツ

出

、
潮 う

し
を

の

朝

日

や

高

 

縄

手

、

実 げ

に

も

東

都

の

海

の

面

お

だ

や

か

な

り

し

、

御

定

目

 

札

の

辻

に

て

待

合

セ

、
爰

で

五

人

か

大

仏

、
仏

も

元

ハ

ぼ

ん

（

凡

 

ふ 夫
）

の
こ
ゝ
ろ
、
八
ツ

山
沖
の

鵜
か
も
め

さ
へ
、
つ
が
へ
放
れ
ツ
二
人
り
ツ
ヽ
、
並
ん 

で

居

る

ハ

古

風

な

り

、

今

ハ

衣

裳

も

つ

そ

う

を

着

飾

き

か

ざ

り

て

、

姿

も

 

し

や

ん

と

品

川

や

、

花

を

な

ら

べ

し

御

殿

山

、

近

く

は

 

＊
衜
―
ド
ウ
、
み
ち
、
道
の
古
字
。 

   

＊
文
政
十
二
年
秋
の
八
―1

8
2

9

年
八
月
は
大
の

月
３
０
日
ま
で
あ
る
。
時
の
天
皇
は
仁
孝
天

皇
、
将
軍
は
十
一
代
徳
川
家
斉
で
あ
る
。 

        

＊
高
縄
―
東
京
高
輪 

   

＊
御
定
目
札
―
高
札 

        

＊
姿
も
し
ゃ
ん
と
品
川
や
―
品
川
宿
、
東
海
道
五

十
三
次
の
第
一
。
薩
摩
藩
士
・
僧
の
出
入
り
で

名
高
い
遊
里
と
し
て
賑
わ
っ
た
。 

＊
花
を
な
ら
べ
し
御
殿
山
―
御
殿
山
、
東
京
都
北

区
西
原
の
台
地
、
徳
川
家
光
の
御
殿
が
置
か
れ

て
い
た
。
寛
文
年
間
、
吉
野
桜
が
移
さ
れ
、
桜

の
名
所
と
な
っ
た
。 

＊
品
川
近
く
に
も
「
御
殿
山
」
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。 
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あ

ら

ぬ

東

海

寺

、

遥 は
る
か

に

見

送

り

北

品

川

、

み

ん

な

見

立

の

 
忝

か
た
じ
け

（
な
脱
カ
）

や

、
あ

ら

有 あ

り

が

た

や

観

音

前

、
鍵

屋

が

座

敷

、
打

晴

て

 

海

漫

々

た

る

青

海

原

、

江

原

ば

ら

〳
〵
松

の

風

、

松

 

木

は

常

盤

の

色

添

て

、

九

歳

後

の

旅

路

に

も

、

同

し

 

別

れ

わ

か

れ

の

名

残

お

し

く

も

是

非

も

な

く

、
い

ざ

さ

ら

ば

 

随

分

堅

固

け

ん

ご

で

お

ま

め

で

と

、
見

送

り

見

帰 （
返
）

り

立

別

レ

 

品

川

寺

〈

ほ

ん

せ

ん

じ

〉

の

観

音

を

ふ

し

お

が

み

て

か

く

な

ん

 

  
 

 

も

の

ゝ

ふ

の

矢

作

の

橋

の

す

く

な

れ

と

 

 
 

 
 

知

恵

ち

い

の

矢

を

矧 は

が

し

誓 ち
か
へ

ひ

頼

て

 

＊
東
海
寺
―
臨
済
宗
大
徳
寺
派
、
山
号
は
万
松

山
、
徳
川
家
光
創
建
、
開
山
は
沢
庵
宗
彭
。 

     

＊
江
原
―
荏
原
、
多
摩
川
下
流
の
北
岸
か
ら
東
京

湾
に
面
す
る
地
域
、
品
川
区
西
部
の
地
名
。 

              

＊
品
川
寺
の
観
音
―
海
照
山
品
川
寺
普
門
院
水

月
観
音
の
こ
と
。 

        

＊
知
恵
ち
い
・
誓
ち
か
へ
―
江
戸
っ
子
の
口
く

せ
、
「
え
・
へ
」
→
「
い
・
ひ
」
と
な
る
。 
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さ

ア

是

か

ら

の

気

さ

ん

じ

ハ

、
き

セ

る

く

わ

ひ

て

が

た

〳
〵 

ぎ

し

〳
〵
と

、

爰

で

火

打

を

海

安

寺

、

紅

葉

染

な

す

 

毛

氈

も

う

セ

ん

ハ

、
乗

懸

の

り

か

け

四

ツ

で

ゑ

ひ

さ

ゝ

さ

、
水

の

茶

や

を

出

放

て

 

ま

つ

の

葉

越

し

に

桃 も

ゝ

さ

く

ら

、
垣

間

か

き

ま

に

も

る

ゝ

山

吹

の

 

風

に

ち

ら

〳
〵
ち

る

如

く

、

軽

尻

馬

の

鈴

ケ

森

、

か

ら

〳
〵 

ぴ

い

〳
〵
風

車

、
麦

藁 わ

ら

細

工

、
和

中

散 さ

ん

、
大

森

過

て

ミ

や

う

（

夫

婦

） 

と

ば

し

（

橋

）

、
久

敷

添

ル

新

ン

宿

か

、
よ

つ

程

古

川

薬

師

道

、 

新

田

の

社

は

る

か

西

、

爰

ハ

六

郷

舟

渡

し

、

川

を

越

れ

ハ

 

川

崎

宿

、
大

師

河

原

ハ

左

の

路

、
堅

固

で

帰

府

を

祈 い
の
り

り

ツ

ヽ

 

名

代

の

な

ら

茶

み

セ

万

歳

が

興

の

て

い

、
ち

よ

い

と

一

盃

か

た

 

む

け

ん

と

打

通

ル

、
扨

包

丁

ほ
う
ち
や
う

の

手

き

い

て

、
切

り

目

た

ゞ

敷

 

＊
気
さ
ん
じ
―
気
散
じ
、
気
晴
ら
し
。 

  

＊
海
安
寺
―
海
晏
寺
、
品
川
区
に
有
る
曹
洞
宗
の

寺
、
山
号
は
補
陀
落
山
、
江
戸
時
代
は
紅
葉
の

名
所
。 

＊
乗
懸
―
江
戸
時
代
、
道
中
馬
の
両
側
に
明
荷
（
あ

け
に
）
二
個
を
渡
し
て
其
の
上
に
布
団
を
敷
い

て
人
が
乗
る
こ
と
。 

    

＊
―
軽
尻
馬
―
か
ら
じ
り
馬 

＊
鈴
ケ
森
―
品
川
区
大
井
二
・
三
丁
目
一
帯
の
旧

地
名
、
江
戸
時
代
に
は
東
海
道
沿
い
に
刑
場
が

置
か
れ
て
い
た
。 

＊
和
中
散
―
時
効
た
り
や
風
邪
等
に
効
能
が
あ
る

と
し
て
諸
国
に
流
布
し
た
薬
、
大
森
に
三
軒
店

を
並
べ
て
売
っ
て
い
た
の
が
有
名
。 

＊
み
や
う
と
は
し
―
夫
婦
橋 

     

＊
川
崎
大
師
―
新
義
真
言
宗
智
山
派
の
寺
、
金
剛

山
平
間
（
へ
い
げ
ん
）
寺
の
通
称
。
大
治
年
間

平
間
兼
乗
父
子
が
弘
法
大
師
像
を
海
中
か
ら
拾

い
、
尊
賢
を
開
山
に
創
建
。
厄
除
大
師
と
し
て

有
名
。 
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焼

豆

腐

、
蕗 ふ

き

ハ

葉

も

ひ

ろ

〳
〵
と

、
命

長

芋

縮

緬

ち

り

め

ん

麩 ふ

 
武

士

の

ふ

の

字

と

誉

ら

れ

て

、

も

ふ

一

チ

セ

ん

と

椎 し

い

た

け

 

や

ぢ

ん

ぼ

り

、

尻

を

ふ

り

廻

し

、

下

女

が

配

膳

酒

肴

、
コ

レ

女

 

性

そ

も

じ

の

お

名

ハ

何

と

い

ふ

、
ハ

イ

お

亀

と

申

ま

す

、
ム

ヽ

 

よ

い

名

じ

ゃ

、

先

年

某

勢

州

江

登

ル

時

も

爰

で

や

す

 

み

し

時

の

女

子

ハ

、

た

し

か

お

鶴

と

言

し

が

、

そ

さ

ま

は

 

お

亀

、
か

ふ

発

足

の

二

度

の

休

ミ

の

其

時

に

、
目

出

度

思

ひ

 

待 〈
侍
〉

ル

な

り

ニ

ア

よ

い

器

量

、

柳

の

腰

に

ハ

ほ

し

け

れ

ど

 

大

木

柳

の

こ

し

ふ

と

く

、

丹

花

の

く

ち

び

る

、

ほ

う

高

く

 

鼻

至 イ
タ
ツ

て

低 ヒ
ク
シ

し

、

手

も

足

も

よ

ふ

ふ

と

つ

て

じ

や

、

中

〳
〵 

公

家

高

家

の

御

息

女

に

も

、
そ

さ

ま

の

よ

ふ

な

大

キ

な

尻

 

ハ

あ

る

ま

い

、

と

た

わ

む

れ

侍

り

て

 

         

＊
そ
も
じ
―
対
象
、
主
と
し
て
女
性
が
対
等
ま
た

は
召
目
下
に
対
し
て
用
い
た
。
あ
な
た
、
お
ま

え
。 

              

＊
丹
花
の
く
ち
び
る
―
赤
い
花
の
よ
う
な
く
ち
び

る
。 



三河記 

- 6 - 

 
 

 

先

年

は

 

お

鶴

な

り

け

り

 

万

年

屋

 

 
 

 
 

今

は

お

亀

が

 

尻

の

ふ

つ

た

り

 

御

暇

申

と

立

出

れ

ハ

、
又

お

下

り

に

誉

て

お

く

ん

な

さ

い

 

ま

し

さ
や
う
な
ら

御

機

嫌

よ

ふ

と

お

亀

が

挨

拶

、
爰

ハ

鶴

見

の

 

よ

ね

ま

ん

ぢ

う

、
う

ま

い

所

を

打

過

て

、
麦

な

ま

（

マ

マ

）

 

村

で

も

焚

て

喰

、

飯

盛

女

と

さ

が

な

く

も

、

口

で

言

れ

 

ぬ

恋

の

介

、

思

ひ

ま

い

ら

セ

神

奈

川

の

、

宿

の

中

バ

に

 

お

き

の

方

、

紀

伊

国

屋

江

こ

そ

着

に

け

り
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け

ふ

は

八

月

廿

八

日

、
神

奈

川

の

宿

立

出

、

臺
（
う
て
な
）

の

茶

屋

 
沖

を

遥

に

見

渡

セ

ハ

、

出

船

入

船

釣

小

船

、

西

に

山

〳
〵 

本

牧

の

、
ほ

ん

に

余

所

に

ハ

あ

ら

不

思

議

、
富

士

の

人

穴

右

ニ

 

あ

り

、
仁

田

の

四

郎

が

這

入

し

ハ

此

穴

に

て

ハ

あ

ら

す

や

と

 

い

ふ

、
程

な

く

つ

く

や

程
ケ

谷

の

駅

、
権

太

の

坂

や

焼

餅

坂

と

ハ

 

こ

の

も

し

い

、
爰

ハ

武

蔵

と

相

模

な

る

境

の

杭

に

信

濃

 

坂

、

と

づ

か

ハ

急

く

き

ん

玉

の

戸

塚

の

宿

、

松

原

過

て

 

原

と

い

ふ

立

場

（

た

て

ば

）

の

小

花

陰

之

間

の

里

を

越

れ

バ

鎌

倉

 

道

、

正

八

幡

を

遥

に

拝

し

、

さ

あ

〳
〵
早

く

遊

行

寺

 

清

浄

光

寺

と

も

ふ

す

（

申

す

）

な

り

、
一

篇 （
編
）

上

人

開

基

の

寺

 

小

栗

の

墓

所

も

苔

む

す

塚

に

名

を

と

ゞ

む

、
左

り
（
マ
マ
）

の

 

＊
臺
（
う
て
な
）
―
四
方
を
眺
め
わ
た
す
た
め
に

土
を
積
み
重
ね
て
作
っ
た
壇
。 

    

＊
本
牧
―
横
浜
市
本
牧
町 

＊
富
士
の
人
穴
―
人
穴
（
ひ
と
あ
な
）
、
火
山
の
麓

な
ど
に
あ
る
洞
穴
。
溶
岩
穴
、
昔
ひ
と
が
住
ん

だ
と
い
う
。 

＊
仁
田
の
四
郎
―
仁
田
忠
常
の
こ
と
、
平
安
・
鎌

倉
前
期
の
武
士
、
仁
田
四
郎
と
称
す
。
建
仁
二

年
（1

2
0

3

）
源
頼
家
の
駿
河
で
の
狩
の
際
、
頼

家
の
命
で
富
士
山
麓
の
人
穴
を
探
検
。
曽
我
兄

弟
を
討
っ
た
ひ
と
。 

        

＊
立
場
（
た
て
ば
）
―
建
場
と
も
、
宿
場
宿
場
の

間
の
街
道
な
ど
で
人
夫
が
杖
を
立
て
駕
籠
や
荷

物
を
お
ろ
し
て
休
息
し
た
と
こ
ろ
。 

 

＊
遊
行
寺
（
ゆ
ぎ
ょ
う
じ
）
―
藤
沢
市
に
有
る
時

宗
の
総
本
山
。
清
浄
光
寺
の
異
称
。 

     

＊
小
栗
の
墓
所
―
小
栗
満
重
の
子
小
次
郎
と
照
天

〈
て
る
て
〉
姫
の
伝
説
〈
詳
し
く
は
東
海
道
名
所 

 

図
会
下
巻
を
参
照
〉
。 
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方

に

江

の

島

道

、

弁

財

天

を

ふ

し

拝

ミ

、

是

も

弁

才

て

ん

 
と

、

よ

い

宿

の

茶

屋

の

女

の

よ

び

こ

む

声

も

、

ま

だ

江

戸

 

ま

じ

り

の

声

も

あ

り

、
藤

沢

宿

を

出

放

て

、
右

に

白

箕 は

た 

大

明

神

、
義

経

の

首

納

た

る

所

を

祭

し

宮

と

聞

ク

 

彼

の

弁

慶 け

い

が

首

塚

ハ

、
是

よ

り

わ

つ

か

二

三

丁

、
四

ツ

谷

と

 

い

へ

る

立

場

よ

り

、
大

山

道

に

打

向

ひ

、
武

運

長

久

そ

く

さ

い

 

と

、

祈

し

の

声

も

木

幡

の

里

、

馬

士

が

小

唄

の

高

砂

や

 

あ

れ

江

の

島

の

姥

が

里

、
老

の

姿

の

た

よ

〳
〵
と

、
白

髪

 

大

根

ン

鯷 ア

イ

の

鱠 キ

ス

、
奇

麗

キ

レ

イ

な

茶

や

で

い

ざ

昼

飯

、
名

代

南

ン

 

郷

酒

も

よ

し

、

飯

も

た

き

た

て

湯

げ

が

立

ツ

、

辰

巳

 

上

り

の

茶

屋

女

、

膳

も

取

れ

ぬ

に

も

ふ

算

用

、

三

五

十

八

 

廿

に

は

な

る

や

な

ら

す

で

あ

し

ら

い

も

、
勘

定

つ

く

も

 

      

＊
白
旗
大
明
神
―
藤
沢
市
藤
沢
の
鎮
守
、
白
旗
明

神
社
、
源
義
経
の
霊
を
祀
り
、
近
く
に
義
経
の

首
を
埋
め
た
と
伝
え
る
塚
が
あ
る
。 

                

＊
鯷
（
ア
イ
）
―
ひ
し
こ
、
片
口
鰯
の
古
名
。 

＊
鱠
（
キ
ス
）
―
な
ま
す
。
鱠
残
魚
（
き
す
）
膾

算
魚
（
し
ら
う
お
）
。 

鯷
の
膾
＝
ひ
し
こ
の
な
ま
す
。 

＊
辰
巳
上
り
の
―
か
ん
高
い
調
子
は
ず
れ
の
声
で

話
す
こ
と
。 

    

＊
勘
定
つ
く
―
勘
定
ず
く
、
打
算
的
な
こ
と
。 
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手

ば

し

か （
こ
）

く

、
〆

テ

な

ん

こ

（

何

戸

）

で

こ

ざ

ん

す

と

、
い

ふ

て

代

を

 
バ

と

り

納

メ

、

ひ

ん

し

や

ん

と

し

て

入

り

に

け

り

 

 
 

 

甘

い

酢

て

 

喰

へ

ぬ

な

ん

ご

の

 

茶

屋

女

 

 
 

 
 

 
鯷

に

な

し

た

る

 

取

廻

し

な

り

 

い

ざ

参

ら

ふ

と

立

出
ル

、

か

ご

よ

り

か

ほ

ゝ

出

し

ツ

ヽ
ニ

ア

〳
〵 

ち

つ

と

町

屋

は

し

、
鶴

峯

八

幡

右

に

あ

り

 

馬

入

〈
ば
に
ゅ
う
〉 

の

川

の

船

渡

し

越

て

、

八

幡

の

立

場

過

き

、

平

塚

 

宿

の

た

い

ら

か

に

、

少

し

登

ル

化

粧

坂

（

け

わ

い

ざ

か

）

、

名

に

大

磯

の

 

宿

の

中

、

こ

な

た

に

あ

る

ハ

虎

が

石

、

と

ら

子

石

と

も

夕

 

暮

の

、

秋

の

景

色

を

詠

た

る

ハ

、

此

宿

は

づ

れ

、

右

か

の

 

方

、

山

本

屋

に

ぞ

着

に

け

り

 

             

＊
馬
入
の
川
―
馬
入
川
、
相
模
川
の
こ
と
。 

  

＊
化
粧
坂
―
鎌
倉
市
扇
谷
の
西
方
の
坂
。
鎌
倉
七

口
の
一
つ
。
新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
の
入
り
口

と
な
る
。 

＊
虎
が
石
―
神
奈
川
県
大
磯
町
の
延
台
寺
番
神
堂

に
あ
る
石
。
重
さ

1
4

5

キ
ロ
、
曽
我
十
郎
祐
成

が
遊
女
虎
御
前
の
も
と
に
通
う
夜
、
賊
の
矢
を

防
い
だ
た
め
、
十
郎
の
身
代
わ
り
石
と
い
わ
れ
、

美
男
し
か
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
。 
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け

ふ

ハ

八

月

廿

九

日

、

朝

も

早

め

に

た

ち

出

て

、

同

し

 
宿

な

ル

鴫 （
し
ぎ
）

立

沢

の

物

さ

ひ

て

、
庵

も

殊

勝

シ

ョ

ウ

シ

に

桑

 

門

髪

際 キ

ワ

残

り

し

墨

衣

、
数

珠

つ

ま

く

つ

て

立

出

ル

 

ノ

ウ

〳
〵
御

僧

、

西

行

の

像

、

御

宝

物

も

拝

し

た

く

、

頼

ミ

 

申

と

立

寄

て

、
ひ

ん

ね

遅 ヂ

紙

の

一

ト

筋

に

、
こ

ろ

り

と

 

亭

坊

承

知

し

て

、

し

か

つ

め

ら

し

く

開

帳

す

、

こ

な

 

た

に

た

ゝ

セ

給

ふ

ハ

西

行

法

師

の

み

か

け

て

こ

さ

る

、
門 （

文 

学 覚

）

上

人

鉈

造

り

の

尊

像

な

り

、
近

ふ

寄

て

拝

イ

あ

ら

 

れ

ま

セ

う

、

げ

に

も

面

躰

し

ほ

ら

し

く

、

古

き

作

と

 

見

へ

に

け

り

、

又

あ

た

り

の

堂

を

開

扉

し

て

、

こ

な

た

に

 

ま

し

ま

す

ハ

大

磯

の

虎

御

前

さ

ま

、
十

郎

様

に

御

別

れ

 

な

さ

れ

候

を

、
お

し

ま

セ

給

ふ

て

、
黒

髪

を

お

ろ

さ

セ

給

ふ

 

＊
八
月
廿
九
日
―
八
月
三
九
の
日
（
二
十
七
日
）

に
出
立
し
て
三
日
目
。 

 

＊
桑
門
―
僧
侶 

  

＊
つ
ま
く
つ
て
―
つ
ま
ぐ
っ
て
―
つ
ま
先
で
繰

る
。 

    

＊
ひ
ん
ね
ぢ
紙
―
お
ひ
ね
り
、
洗
米
や
銭
を
白
紙

に
包
ん
で
ひ
ね
っ
た
も
の
、
本
来
は
神
仏
に
捧

げ
る
も
の
。 

                 

＊
虎
御
前
さ
ま
―
前
頁
の
注
を
参
照
。 
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十

八

歳

の

御

姿

、
近

ふ

寄

て

御

縁

を

結

ば

れ

ま

セ

ふ

 
ま

た

、

是

な

る

ハ

虎

御

前

さ

ま

の

握

り

石

と

申

て

、

十

郎

 

さ

ま

を

恋

し

か

ら

セ

た

ま

い

て

、
握

り

つ

ぶ

さ

つ

セ

い

 

た

石

で

ご

さ

る

、

ミ

な

の

衆

、

結

縁

の

た

め

に

握

ら

セ

 

ら

れ

と

て

、

柏

餅

の

や

う

な

石

を

出

す

、

い

や

と

も

 

い

わ

れ

ず

握

て

み

れ

バ

、

替

ル

事

も

な

く

、

た

ゞ

の

石

也

 

お

か

し

き

を

や

つ

と

こ

ら

へ

、

開

帳

終

て

、

亭

坊

も

 

あ

ん

（

庵

）

へ

ま

ね

き

、

西

行

の

杖

其

外

、

堂

上

方

の

筆

色

 

紙

掛

も

の

な

そ

も

種

々

見

す

る

、

西

行

の

杖

、

長

サ

 

四

尺

余

、

跡

先

に

計

り

ふ

し

あ

り

、

珍

敷

竹

な

り

 

 
 

 
 

西

行

の

歌

に
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心

な

き

 

身

に

も

哀

ハ

 

し

ら

れ

け

り

 

 
 

 
 

 
 

 

鴫

立

沢

の

 

秋

の

夕

く

れ

 

と

い

ゝ

し

ハ

此

処

に

ハ

あ

ら

す

、
と

人

の

い

ゝ

し

也

 

此

所

ハ

近

き

頃

、

三

千

風

と

云

誹 〈
俳
〉

人

の

住

て

、

西

行

 

の

像

を

安

置

セ

し

と

ぞ

、

又

、

虎

の

像

ハ

江

戸

新

吉

原

 

よ

り

作

り

納

ル

と

言

、

誠

に

虎

ハ

貞

賢

の

婦

、

祐

成

 

亡

し

て

後

、

生

者

必

滅

の

こ

と

ハ

り

を

語

り

、

尼

に

な

り

 

し

と

か

や

、
後

世

の

ひ

と

、
斯

の

こ

と

く

像

を

造

り

吊 （
弔
）

ふ

 

も

、

貞

心

の

徳

な

る

ら

ん

、

感

す

れ

バ

哀

に

思

わ

れ

 

 
 

 

西

行

の

歌

に

題

し

て

 

＊
心
な
き
―
新
古
今
和
歌
集
に
、
西
行
法
師
の
歌

と
し
て
あ
り
、
三
夕
の
名
歌
の
一
つ
。 

 

『
東
海
道
名
所
図
会
』
〈
以
下
名
所
図
会
〉
に

「
む
か
し
西
行
上
人
東
路
行
脚
の
時
、
こ
の
ほ

と
り
の
沢
辺
を
通
り
た
ま
う
に
、
か
ら
秋
の
暮

れ
の
物
淋
し
き
に
、
鴫
の
立
ち
去
り
て
な
お
も

寂
莫
た
る
風
情
を
感
じ
、
詠
み
た
ま
う
・
・
・
」

と
あ
り
、
そ
し
て
「
し
か
れ
ば
鴫
立
沢
と
い
う

所
を
さ
し
た
る
名
所
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
後
人

こ
の
大
磯
・
小
磯
の
海
浜
を
な
ぞ
ら
え
い
う
な

り
」
と
書
い
て
い
る
。 

＊
三
千
風
と
云
う
俳
人
―
小
磯
の
路
傍
に
鴫
立

庵
〈
で
ん
り
ゅ
う
あ
ん
〉
と
い
う
草
庵
を
結
ぶ
、

宝
永
年
中
（1

7
0

4

～1
1

）
の
こ
と
。 
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心

な

き

 
 

身

に

も

哀

ハ

 
 

虎

御

前

 
 

 
 

 
 

 
 

 

過

行

人

の

 
 

跡

の

吊 （
弔
）

ひ

 

時

移 ウ

ツ

り

た

り

、

ち

と

小

急

き

に

 

小

磯

の

里

、

和

田

 

義

盛

千

畳

敷

、

爰

朝

比

奈

が

切

り

通

し

、

六

道

 

能

化

の

地

蔵

尊

、
娑

婆

ウ

バ

の

子

供

も

と

く

ろ

め

て

 

と

ん

ほ

ふ

返

り

ハ

此

の

あ

た

り

、

鴻 カ

ウ

の

新

ン

宿

、
梅

沢

 

の

鮟

鱇

ア

ン

カ

ウ

汁

も

し

ら

ぬ

の

も

、
一

ツ

盃

吸

て

千

鳥

足

 

ふ

ら

り

〳
〵
と

小

ゆ

る

ぎ

の

、
浜

ハ

爰

ぞ

と

押

切

村

 

ふ

り

切

袂

袖

し

か

浦

、

足

も

か

ろ

〳
〵
足

柄

道

、

本

郎

 

祐

信

屋

敷

跡

、
曽

我

中

村

ハ

是

よ

り

右

直

ニ

ハ

わ

づ

か

 

        

＊
和
田
義
盛
千
畳
敷
―
鎌
倉
時
代
前
期
の
武
将
。

相
模
国
三
浦
郡
和
田
に
住
し
た
。
『
愚
管
抄
』

に
「
義
盛
左
衛
門
ト
云
三
浦
ノ
長
者
云
々
」
と

あ
る
。
鎌
倉
由
比
ガ
浜
付
近
に
和
田
氏
一
族
滅

亡
の
跡
と
い
わ
れ
る
「
和
田
塚
」
が
残
る
。 

＊
朝
比
奈
が
切
り
通
し
―
鎌
倉
市
と
横
浜
市
金

沢
区
の
間
に
通
じ
る
き
り
通
し
。 

＊
六
道
能
化
―
ろ
く
ど
う
の
う
け
、
六
道
に
あ
っ

て
衆
生
を
導
く
も
の
。
地
蔵
菩
薩
。 

＊
六
道
―
全
て
の
衆
生
が
生
前
の
業
因
に
よ
っ

て
生
死
を
繰
り
返
す
六
つ
の
迷
い
の
世
界
。
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
間
・
天
上 

＊
鴻
―
こ
う
、
鳥
「
ひ
し
く
い
（
菱
喰
）
」
の
異

名
。 

＊
梅
沢
―
神
奈
川
県
二
宮
町
の
地
名
、
東
海
道
に

面
し
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
休
み
茶
が
並

ぶ
。 

  

＊
こ
ゆ
る
ぎ
―
少
し
ゆ
ら
ぐ
こ
と
。
小
ゆ
る
ぎ
の

磯
―
神
奈
川
県
大
磯
付
近
一
帯
の
海
岸
。 

  

＊
本
郎
祐
信
―
曽
我
兄
弟
の
養
父
。 
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廿

丁

、
廻

れ

バ

三

里

三

ケ

の

荘

、
生

所

も

し

ら

す

、
宿

も

な

き

 
彼

の

山

姥

が

秘 ヒ

そ

う

子

の

金

時

山

の

と

つ

か

と

、
伊

豆

の

 

大

島

、

海

上

に

見

ゆ

る

ハ

佐

川

の

歩
行

渡

り

、

冬

ハ

土

橋

を

掛

 

渡

す

、
御

登

な

れ

ハ

右

方

、
御

下

り

な

れ

ハ

左

り
（
マ
マ
）

の

方

、
う

い

ろ

う 

虎

屋

ト

ウ

チ

ン

香

、
御

存

な

い

と

ハ

申

さ

れ

ま

い

、
挑

灯
・
塩

か

ら 

小

田

原

宿

、
城

主

大

久

保

加

賀

守

ニ

て

、
拾

壱

万

三

拾

石

余

領

 

せ

ら

る

、
左

り

ハ

あ

た

み

海

有

り

、
惣

門

過

て

地

蔵

堂

、
是

か

 

ら

な

に

お

ふ

箱

根

山

、

深

山

お

ろ

し

に

風

祭

の

里

、

長

興

 

山

浄

泰

寺

の

山

門

ハ

、

三

百

余

檀

の

石

岩

岐

、

石

垣

山

ハ

 

右

の

方

、
小

田

原

陳 （
陣
）

ハ

太

閤 カ

ウ

の

、
御

陳

所

な

り

と

聞

及

、
三

枚

 

橋

を

打

渡

り

、

早

く

も

爰

に

早

雲

寺

、

北

條

五

代

の

墓

 

              

＊
ト
ウ
チ
ン
香
ー
透
頂
香
、
薬
の
名
。
外
郎
（
う

い
ろ
う
）
を
い
う
。
小
田
原
の
名
物
。
口
中
を

さ
わ
や
か
に
し
、
頭
痛
を
去
り
痰
（
た
ん
）
を

き
る
と
い
わ
れ
る
。 

＊
大
久
保
加
賀
守
ー
大
久
保
忠
朝
、
貞
享
三
年

（1
6

8
6

）
正
月
、
稲
葉
氏
に
か
わ
っ
て
小
田
原

藩
に
入
部
。
十
万
三
千
石
、
子
孫
が
明
治
ま
で

続
く
。 

   

＊
風
祭
ー
か
ざ
ま
つ
り
ー
秋
の
収
穫
前
に
大
風
が

吹
く
の
を
お
そ
れ
、
風
を
静
め
豊
作
を
祈
る
祭
。 

   

＊
小
田
原
陣
ー
天
正
十
八
年
（1

5
9

0

）
全
国
統
一

事
業
を
進
め
る
豊
臣
秀
吉
が
、
関
東
の
雄
北
条

氏
の
本
城
小
田
原
を
攻
め
た
と
き
の
秀
吉
の

陣
。 

＊
三
枚
橋
ー
沼
津
宿
を
形
成
す
る
町
の
ひ
と
つ
。 

＊
早
雲
寺
ー
箱
根
町
に
あ
る
臨
済
宗
の
寺
。
金
湯

山
．
大
永
元
年
北
條
氏
綱
が
父
早
雲
の
遺
言
に

よ
り
創
建
。 
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所

あ

り

、
昔

し
（
マ
マ
）

文

亀

二

年

の

秋

の

頃

、
宗

祇

法

師

の

此

寺

に

 
は

か

な

き

名

の

ミ

残

り

け

り

、
扨

め

つ

ら

し

き

紅

葉

の

 

拾

三

間

ニ

は

び

こ

り

し

、

寺

ハ

小

寺

の

正

眼

ン

寺

、

爰

も

 

立

場

か

茶

ゝ

一

ツ

、
湯

本

の

町

の

挽

も

の

ミ

セ

、
見

セ

て

は

 

買

セ

、
に

や

お

か

さ

ん

も

商

な

ひ

上

手

福

住

や

、
娘

も

よ

つ

 

ほ

ど

よ

い

細

工

、

先

へ

伊

豆

や

も

よ

い

娘

、

む

す

め

〳
〵
と

 

沢

山

な

中

に

ハ

あ

ハ

た

（

あ

ば

た

）

川

端

の

、
里

を

過

れ

バ

畑

の

茶

 

や

、
お

駕

籠

も

爰

に

橘

や

、
お

大

名

に

も

し

ら

れ

た

る

、
あ

や

 

か

り

も

の

の

茗

荷

や

の

、
娘

ハ

梅

花

し

ら

し

ほ

り

、
と

ろ

り

 

と

付

て

油

屋

の

、

是

も

名

取

の

娘

た

ち

、

油

こ

い

の

も

打

 

交

り

、
さ

ア

〳
〵
お

休

な

さ

れ

ま

セ

、
抑

此

畑

と

申

ハ

箱

根

山

 

の

中

腹

に

し

て

谷

間 （
あ
）

イ

の

一

ト

色

茶

屋

か

、
我

居

も

物

数

 

＊
宗
祇
法
師
―
飯
尾
宗
祇
（
い
の
お
そ
う
ぎ
）
室

町
時
代
の
連
歌
師
。
文
正
元
年
（1

4
6

6

）
に
関

東
へ
下
り
、
戦
乱
中
（
応
仁
の
乱
）
は
主
と
し

て
関
東
に
あ
り
、
各
地
を
歴
遊
。
門
人
宗
長
に

と
も
な
っ
て
駿
河
へ
向
か
う
途
中
、
文
亀
二
年

（1
5

0
2

）
七
月
三
十
日
、
箱
根
湯
元
の
旅
宿
に

没
し
た
。
八
十
二
歳
。
遺
骸
は
足
柄
山
の
麓
の

定
輪
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。 
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寄

に

女

子

も

奇

麗

に

造

り

松

、
庭

ハ

自

然

の

山

な

れ

 
ハ

、

岨
（
が
け
）

を

伝

ふ

て

瀧

水

の

、

末

ハ

麓

へ

遣

水

の

、

流

れ

の

身

 

よ

り

人

あ

い

も

、
よ

し

足

引

き

の

山

道

も

、
余

程

き

た

れ

ハ

 

い

ざ

ひ

と

休

ミ

い

た

そ

ふ

か

と

、

そ

れ

お

茶

上

ケ

よ

、

お

た

 

ば

こ

盆

、

鯛

の

煮

つ

け

と

小

鯛

の

な

ん

ば

煮

、

ま

ず

〳
〵 

酒

一

ツ

上

ケ

ま

し

鯛

、
御

鯛

く

つ

な

ら

ち

と

お

広

に

お

よ

り

 

鯛

な

ら

お

枕

を

お

用

鯛

と

て

、
立

さ

わ

く

、
ヤ

レ

鯛

そ

ふ

 

な

マ

ア

〳
〵
ち

つ

と

静

に

し

鯛

、
そ

こ

で

お

ま

ゝ

も

た

ま

 

わ

り

鯛

、

酒

も

も

ふ

ひ

と

つ

も

ら

い

た

い

、

あ

と

で

 

勘

定

も

き

ゝ

鯛

と

い

へ

ハ

、
ア

イ

〳
〵
鯛

て

い

は

や

い

事

で

 

ハ

こ

さ

り

ま

セ

ぬ

、
と

あ

い

く

る

し

い

も

世

わ

た

り

や

、
御

客

も

 

い

ふ

も

世

を

わ

た

る

心

一

ツ

を

さ

ま

〳
〵
に

、
有

為

転

変

の

 

            

＊
お
よ
り
た
い
な
ら
―
お
よ
る
「
御
夜
る
」
＝
「
寝

る
」
の
尊
敬
語
。
お
休
み
に
な
り
た
い
な
ら
。 
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世

を

感

じ

て

か

く

侍

し

ぬ

 

 
 

 

売

鯛

と

喰

鯛

心

 

隔

れ

と

 

落

れ

ば

 

 
 

 
 

 

同

じ

畑

の

下

水

 

と

認

め

仕

廻

、

ま

た

下

り

に

と

挨

拶

し

、

是

よ

り

先

ハ

 

猶

坂

道

も

け

わ

し

、
馬

か

ご

や

め

て

歩

行

（

あ

る

く

）

べ

し

 

さ

い

か

ち

・

樫

の

木

・

猿

す

へ

り

、
銚

子

口

と

て

難

所

な

り

 

老

が

た

い

ら

の

甘

酒

を

、
一

ツ

盃

呑

で

又

ゑ

ゝ

つ

さ

、
汗

汲

 

流

す

白

水

坂

、
是

よ

り

大

形

下

り

坂

、
八

町

平

ラ

権

現

ざ

か

 

此

坂

お

り

て

右

之

方

、

湯

場

へ

行

道

権

現

道

、

そ

も

〳
〵 

箱

根

権

現

ハ

彦

火

々

出

見

の

尊

（

ひ

こ

ほ

ほ

で

み

の

み

こ

と

）

、
孝

鎌 （
謙
）

天

皇

大 （
天
）

平

宝

 

字

の

御

造

立

、
箱

根

山

東

福

寺

金

剛

院

と

申

な

り

 

                  

＊
さ
い
か
ち
―
皂
莢
、
マ
メ
科
の
落
葉
高
木
。
種

子
の
煎
汁
を
古
く
は
染
剤
に
し
、
漢
方
で
は
シ

ナ
ノ
サ
イ
カ
チ
の
代
用
と
し
て
利
尿
去
痰
薬
に

使
う
。 

    

＊
箱
根
権
現
―
箱
根
神
社
の
俗
称
。
旧
国
幣
小
社
、

祭
神
は
瓊
瓊
杵
尊
・
木
花
咲
哉
姫
命
・
彦
火
火

出
見
尊
、
天
平
宝
字
元
年
（7

5
7

）
の
創
建
と

伝
え
ら
れ
る
。
上
代
の
山
岳
信
仰
の
霊
場
。 

＊
孝
謙
天
皇
天
平
宝
字
の
御
造
立
―
山
岳
修
行
僧

万
巻
〈
満
願
〉
が
天
平
宝
字
元
年
（7

5
7

）
霊

夢
の
告
げ
に
よ
っ
て
三
所
権
現
を
勧
請
し
た
と

伝
え
る
。
孝
謙
天
皇
は
こ
の
年
退
位
、
天
平
宝

字
二
年
か
ら
は
淳
仁
天
皇
。 

＊
東
福
寺
金
剛
院
―
真
言
宗
。
箱
根
権
現
の
別
当

寺
、
箱
根
神
社
境
内
駐
車
場
付
近
に
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。 
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社

塔

の

結

構

、

霊 れ

い

宝

数

多

（

あ

ま

た

）

の

中

に

、

曽

我

兄

弟

の

太

刀

 
か

た

な

、
五

郎

時

宗

自

筆

の

文

に

、

祐
（
す
け
）

つ

ね

よ

り

給

り

太

刀

 

兄

弟

宮

か

り

（

狩

）

場

の

釜

、
い

さ

参

詣

し

て

拝

す

べ

し

 

八

町

計

り

廻

り

な

り

、
湖

水

に

ひ

ゞ

く

鉦

の

音

ハ

、
さ

い

の

 

河

原

の

地

蔵

尊

、
常

念

仏

の

辻

堂

へ

、
腰

打

懸

ケ

て

詠
（
な
が
む
）

れ

 

ハ

、
湖

の

面

ひ

や

う

〳
〵
と

、
富

士

の

高

根

の

真
ツ

白

く

、
嶽

々

 

山

々

打

越

て

貌
（
か
ほ
）

さ

し

出

す

こ

と

く

也

、
よ

ふ

似

た

山

と

て

 

ニ

タ

子

山

、
跡

に

み

な

し

て

新

ン

家

の

里

、
爰

で

打

連

レ

だ

ち

 

て

御

関

所

、
同

し

城

主

の

加

賀

殿

の

御

預

り

に

て

勤

番

 

な

り

、
滞

な

く

打

通

り

、
峠

泊

り

の

仙

石

屋

へ

と

着

に

け

り

 

け

ふ

ハ

八

月

晦

日

な

り

、
朝

も

早

め

に

し

た

く

し

て

 

   

＊
祐
つ
ね
―
工
藤
祐
経
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
武
将
。

伊
豆
伊
東
荘
を
領
有
し
、
平
重
盛
に
使
え
る
。

富
士
の
裾
野
の
狩
場
で
曽
我
兄
弟
に
討
た
れ

る
。 
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山

ご

し

の

小

田

原

人

足

も

、
当

所

に

泊

り

居

候

ま

ゝ

 
よ

ろ

こ

ん

で

立

出

（
た
ち
い
づ
）

ル

、
当

山

の

名

物

と

て

赤

腹

の

魚

山

椒

の

魚

 

峠

を

下 （
お
）

り

れ

ハ

、

向

坂

と

て

ま

た

登

ル

、

は

ら

が

平

 

ら

の

左

り

の

方

、

伊

豆

と

相

模

の

境

也

、

甲

石

の

立

場

を

 

過

き

、

上

下

久

保

石

割

さ

か

・

大

枯

木

・

小

枯

木

を

越

へ

 

れ

ハ

、
富

士

見

た

い

ら

の

た

い

ら

か

に

、
富

士

の

正

面

ン

是

か

 

ら

見

ゆ

る

、
西

に

そ

ゐ

て

登 〈
愛
〉

鷹

山

上

ミ

長

坂

よ

り

見

 

お

ろ

せ

バ

、

伊

豆

も

駿

河

も

目

の

下

タ

に

、

見

へ

し

笹

原

 

は

や

過

て

、
一

柳

の

墓

所

あ

り

、
小

田

原

に

討

死

と

か

語

る

 

も

聞

も

勇

ま

し

け

れ

、

水

家

小

時

雨

・

大

時

雨

、

法

華

 

坂

と

ハ

有

難

や

、

大

事

大

悲

に ニ

下

り

坂

、

観

音

堂

を

ふ

し
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拝

ミ

、
つ

か

原

初

音

の

御

座

の

松

、
ま

つ

山

坂

も

つ

ゝ

が

な

く

 
け

さ

か

ら

あ

る

い

て

今

井

坂

、
寒

川

橋

打

渡

り

、
三

嶋

の

宿

 

け

ふ

の

下

り

の

山

路

も

折

も

お

り

と

て

、
雨

間

あ

が

り

 

の

ミ

ち

あ

し

く

、
格

別

疲

れ

し

身

を

や

し

な

い

て

 

ま

づ

〳
〵
た

い

ら

の

三

嶋

也

、
三

嶋

の

社

を

拝

礼

し

 

此

の

御

神

ハ

大

山

祗

（
お
ほ
や
ま
つ
み
）

の

神

を

祝

セ

祭

り

、
伊

豫

の

国

三

嶋

 

よ

り

此

所

へ

移

さ

れ

し

と

な

り

、
社

領

五

百

三

拾

石

、
三

嶋

 

暦

爰

よ

り

出

ル

、

四
九

と

セ

の

夏 春

も

参

詣

し

、

社

塔

宝

 

物

悉

く

拝

見

ス

、

宿

の

中

程

左

り

の

方

、

伊

東

へ

行

道

 

あ

り

し

く

〈

宿

〉

を

過

れ

ハ

千

貫

樋

、
爰

ハ

伊

豆

と

駿

河

の

境

な

り

 

爰

に

蕎

麦

切

（

そ

ば

き

り

）

名

物

也

、
千

貫

樋

の

み

な

（

水

）

上

ミ

ハ

宿

の

 

              

＊
三
嶋
の
社
―
三
嶋
大
社
。
祭
神 

事
代
主
命 

 

大
山
祇
命
。
伊
豆
国
一
ノ
宮
、
五
百
三
十
石
の 

 

朱
印
地
。
頼
朝
が
源
氏
再
興
を
祈
願
し
た
社
。 

           

＊
千
貫
樋
（
せ
ん
が
ん
ど
い
）
―
三
嶋
の
薬
寿
園

の
小
浜
ケ
池
は
水
量
豊
富
な
湧
水
で
、
現
清
水

町
内
の
村
々
は
こ
の
水
を
利
用
し
よ
う
と
し
て

伊
豆
と
駿
河
の
境
を
流
れ
る
境
川
の
上
に
用
水

路
を
か
け
た
。
こ
れ
が
千
貫
樋
で
あ
る
。 

 

「
名
所
図
会
」
に
は
「
三
島
の
駅
の
西
に
あ
り
、

伊
豆
の
水
を
駿
河
へ
と
り
て
、
田
園
の
料
と
す
。

は
じ
め
青
銅
一
千
貫
を
も
っ
て
、
水
の
料
に
贈

り
け
る
よ
り
こ
の
名
あ
り
」
と
あ
る
。 
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裏

て

、
明

神

の

西

に

当

り

て

二

三

丁

、
四

方

の

湖

水

あ

り

、
水

青

々

 
と

涌 ハ

キ

出

て

物

凄

し

、
此

辺

の

田

畑

、
ま

た

呑

水

も

此

流

を

用

 

る

よ

し

、
其

あ

ふ

れ

樋

を

伝

ふ

て

駿

河

へ

取

、
あ

た

へ

（

値

へ

）

千

貫

也

 

と

言

伝

ふ

、
足

柄

道

ハ

右

之

方

、
喜 （

黄
）

瀬

川

の

里

立

場

な

り

、 

昔

ハ

名

高

き

宿

と

言

、

彼
（
か
の
）

亀

菊

か

墓

あ

り

、

治

承

の

乱

ン

に

 

頼

朝

・

義

経

対

面

あ

り

し

所

と

言

、

沼

津

の

宿

の

入

口

に

 

山

王

の

社

あ

り

、
頼

朝

公

、
富

士

の

に

御

狩

の

時

の

釜

二
ツ

あ

り

し

を 

盗

賊

の

為

に

盗

み

出

し

け

れ

ど

も

、
重

キ

か

ゆ

へ

に

さ

よ

更

て

 

川

へ

捨

た

る

釜

が

淵

、
此

あ

た

り

に

有

と

こ

そ

言

と

な

り

、
此

川

 

の

向
ウ

霊

山

寺

と

い

ふ

寺

に

、
重

盛

の

廟 は

か

所

あ

り

、
此

沼

津

の

宿

 

と

申

ハ

、
三

枚

橋

の

城

と

て

甲

州

持

分

の

時

、
山

縣

か

居

城

な

り

し

を 

           

＊
黄
瀬
川
宿
―
治
承
（1

1
7

7

～8
1

）
の
頃
、
交
通

の
要
衝
の
み
な
ら
ず
こ
の
地
方
の
歓
楽
の
中
心

地
で
あ
っ
た
。 

＊
亀
菊
が
墓
―
亀
菊
、
生
没
年
不
詳
。
鎌
倉
時
代

前
期
の
白
拍
子
。
後
鳥
羽
上
皇
の
愛
妾
。
伊
賀

局
と
も
。
こ
の
「
亀
菊
」
の
こ
と
か
？
平
安
京

の
住
人
が
な
ぜ
こ
の
地
に
墓
が
あ
る
の
か
。 

 

「
名
所
図
会
」
に
は
「
亀
菊
」
で
は
な
く
「
亀

鶴
」
と
あ
る
。
遊
女
亀
鶴
は
こ
こ
黄
瀬
川
の
里

に
住
ん
だ
。
亀
鶴
は
建
久
元
（1

1
9

0

）
年
頃
の

白
拍
子
。 

＊
富
士
の
に
御
狩
の
時
の
釜
―
？ 

        

＊
霊
山
寺
重
盛
の
廟
所
―
平
重
盛
の
こ
と
か
。
鷲

峰
山
霊
山
寺
、
真
言
宗
で
「
大
内
の
観
音
さ
ん
」

と
い
わ
れ
、
駿
河
七
観
音
の
一
つ
。 

＊
三
枚
橋
城
―
沼
津
城
の
こ
と
。
武
田
勝
頼
が
小

田
原
の
北
條
氏
に
供
え
て
築
い
た
と
い
わ
れ

る
。 
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慶

長

の

戦

に

破

壊

セ

ら

れ

し

と

な

り

、
扨

こ

そ

宿

の

入

口

を

 
川

曲

輪

と

言

、
宿

を

過

れ

ハ

千

本

松

、
梢

何
ン

里

か

つ

ら

な

り

て

 

見

事

也

 

 
 

加

茂

の

長

明

の

歌

に

 

 
 

 

見

渡

セ

ハ

 
千

も

と

の

松

の

 

末

遠

ミ

 

 
 

 
 

縁

に

つ

ゝ

く

 
浪

の

上

哉

 

此

辺

に

六

代

松

と

て

門

学

（

文

覚

）

上

人

、
六

代

御

前

を

助

け

ら

れ

し

 

所

な

る

よ

し

、

椿

林

を

打

過

て

、
小

諏

訪

・

大

諏

訪

立

場

茶

 

屋

、
原

宿

越

て

一

本

松

、
日

本

一

の

富

士

の

山

、
原

、
吉

原

の

間

よ

り 

見

ゆ

へ

が

真

正

面

、
根

の

方

ま

で

残

り

な

く

、

抑

（
そ
も
そ
も
）

此

御

山

ハ

人

皇 

    

＊
千
本
松
原
―
天
文
年
間
、
増
誉
上
人
が
潮

害
を
防
ぐ
た
め
一
本
一
本
経
を
唱
え
な
が

ら
松
苗
を
植
え
た
。
明
治
に
な
っ
て
、
開

発
の
た
め
伐
採
が
起
き
た
と
き
、
若
山
牧

水
は
じ
め
市
民
の
大
反
対
で
伐
採
を
免
れ

た
。 

  

＊
加
茂
長
明
の
歌
―
『
東
関
紀
行
』
中
に
あ

る
和
歌
。
作
者
は
不
詳
。
江
戸
時
代
『
長

明
道
中
記
』
な
ど
と
し
て
流
布
し
て
い
た

ら
し
い
。 

        

＊
六
代
御
前
―
平
維
盛
の
遺
子
六
代
が
鎌
倉

に
護
送
さ
れ
る
途
中
、
こ
の
地
で
首
を
は

ね
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
文
覚
上
人
の

命
乞
い
に
よ
っ
て
赦
免
さ
れ
た
。
そ
の
後

六
代
は
出
家
し
て
妙
覚
と
称
し
た
が
、
建

久
十
年
（1

1
9

9

）
文
覚
謀
反
に
連
座
し
た

罪
で
処
刑
さ
れ
た
。
従
者
が
六
代
の
首
を

松
の
寝
方
に
埋
め
た
。
そ
の
碑
が
沼
津
市

東
間
過
度
に
あ
る
。 



三河記 

- 23 - 

七

代

孝

霊

天

皇

五

歳

、
近

江

の

国

さ

け

て

一

夜

に

湖

水

と

 
な

る

と

か

や

、
其

夜

富

士

山

秀

ル

絶

頂

ま

で

九

里

余

、
直 （

た
）

タ

 

に

ハ

二

十

五

丁

と

い

へ

り

、
四

明

に

雪

降
り

て

、
六

月

十

五

日

の

昼 ヒ

ル 

消

て

、

又

其

夜

降

と

て

 

 
 

 

万

葉

集

に

 

 
 

 
 

不

二

の

根

に 

降
り

置

雪

ハ 

六

月

（
み
な
づ
き
）

の

十

五

日

（

も

ち

）

に 

 
 

 
 

 
 

消

て

ハ

（

消

ぬ

れ

ば

） 

其

夜

ふ

り

け

り

 

此

山

の

御

神

ハ

こ

の

花

さ

く

や

姫

を

祭

る

と

か

や

、
諸

人

 

百

日

精

進

し

て

、

六

月

禅

定

（
ぜ
ん
じ
ゃ
う
）

す

、

足

鷹

山

ハ

延

暦

年

 

＊
孝
霊
天
皇
五
歳
―
七
代
孝
霊
天
皇
の
治
世

の
五
年 

                

＊
不
二
の
根
に
―
万
葉
集
巻
三
・
三
百
十
九

番
の
歌
一
首
。
短
歌
併
せ
た
り
の
短
歌
二

首
の
内
の
一 

＊
こ
の
花
さ
く
や
姫
―
木
花
開
耶
姫
、
大
山

祇
神
の
娘
、
天
孫
瓊
瓊
杵
尊
の
妃
。
浅
間

神
社
の
祭
神
。 

＊
禅
定
す
―
禅
定
は
高
い
山
が
信
仰
登
山
の

対
象
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
高
い
山
の

頂
上
を
い
い
、
「
禅
定
す
る
」
は
、
富
士
山
・

白
山
・
立
山
な
ど
の
高
い
山
に
登
っ
て
、

信
者
が
修
行
す
る
こ
と
。 

＊
延
暦
年
中
云
々
―
『
駿
河
記
下
巻
』
愛
鷹

山
の
項
に
「
駅
令
云
、
足
鷹
山
は
元
平
地

な
り
し
が
、
延
暦
二
十
一
年
三
月
、
雲
霧

晦
冥
な
る
こ
と
十
日
許
り
あ
り
て
後
山
と

な
る
」
と
あ
り
、
日
本
史
総
合
年
表
に
「
延

暦
二
十
一
年
（8

0
2

）
一
月
八
日
、
富
士
山

噴
火
」
（
出
典
日
本
紀
略
）
と
あ
る
。 
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中

雲

霧

覆

ひ

、

忽

然

と

し

て

出

来

た

り

と

い

ふ

、

頂

上

鋸

 
が

嶽

と

い

ふ

、
宝

永

山

ハ

、
宝

永

年

中

富

士

山

よ

り

土

砂

を

吹

 

出

し

出

し

集

り

所

山

と

な

る

、
世

に

宝

永

山

と

い

ふ

、
諸

国

江

 

砂

降
り

し

と

年

代

記

に

も

見

へ

し

、
浮

島

が

原
・

柏 （
柳
）

原

、

鱣
〈
う
な
ぎ
〉

の

 

か

ば

焼

名

物

也

、
元

吉

原

や

中

吉

原

、
爰

こ

そ

今

の

吉

原

宿

、 

又

ふ

り

返

り

見

る

富

士

ハ

、
根

方

の

邑

家

〳
〵
に

煙

り

立

の

も

 

立

タ

ぬ
の

も

、
風

景

画
ノ

こ

と

く

計
り

也

、
爰

に

孝

子

五

郎

右

衛

門 

と

言

百

性

あ

り

、

忝

く

も

其

孝

心

、

上

聞

に

達

し

 

御

感

甚

敷

（
ぎ
ょ
か
ん
は
な
は
だ
し
き
）

余

り

、

御

褒

美

あ

ま

た

給

り

て

、

今

に

栄

へ

て

 

今

泉

、

呑

共

（
の
め
ど
も
）

尽

ず

汲

め

ど

も

尽

ず

、

家

富

て

其

名

ハ

 

    

＊
宝
永
山
―
富
士
山
南
東
側
の
中
腹
に
あ
る
火

山
、
宝
永
四
年
（1

7
0

7

）
の
噴
火
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
古
富
士
火
山
の
一
部
標
高

2
7

0
7

メ
ー

ト
ル
。 

    

＊
浮
島
が
原
―
富
士
市
沼
津
市
に
ま
た
が
る
湿
地

帯
。
昔
は
広
大
な
芦
の
原
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、

今
は
ほ
ぼ
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
承
久
の
乱

に
よ
り
、
上
皇
方
の
藤
原
光
親
・
同
宗
行
が
こ

の
辺
り
で
処
刑
さ
れ
た
。 

＊
柳
原
―
楊
原
。
駿
東
郡
楊
原
、
現
沼
津
市
。 

      

＊
孝
子
五
郎
右
衛
門
―
今
泉
村
（
現
富
士
市
青
島

町
）
の
五
郎
右
衛
門
は
、
天
和
二
年
（1

6
8

2

）

将
軍
綱
吉
か
ら
孝
子
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
大

正
三
年
に
孝
子
之
碑
が
建
立
さ
れ
た
。 
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四

方

に

し

ら

れ

け

り

、
夫

よ

り

漸

々

吉

原

宿

地

倉

屋
ニ

こ

そ

ハ

 
着

に

け

り

 

け

ふ

ハ

菊

月

朔

日

に

て

、
旅

宿

の

門

ト

出

も

吉

原

と

 

い

さ

む

駒

引

ひ

ん

〳
〵
馬

士

の

歌
ニ

、
ゆ

う

べ
ナ

ア

三

百

ま

た

ま

け

 

た

、

今

宵

も

な
ア

引

ど

て

ら

ぶ

つ

こ

く

つ

て

な
ア

、

は

り

こ

ん

だ

 

な

ア

、
引

ト

わ

か

ら

ぬ

馬

士

の

馬

か

ご

も

名

も

よ

い

事

ヲ

菊

月

 

と

い

さ

ミ

行

く

、
爰

に

原 〈
厚
〉

原

村

と

て

吉

原

宿

よ

り

半

 

道

計

り

右

之

方

に

、
曽

我

兄

弟

相

尋

、
仲

村

よ

り

此

所

へ

移

り

 

住

居

セ

し

と

言

伝

ふ

、

隣

村

ニ

て

久

沢

村

、

真

言

宗

ニ

て

 

善

福

寺

境

内

に

、
兄

弟

の

石

塔

も

あ

り

と

言

よ

し

聞

伝

ふ

 

遥

に

見

渡

し

行

程

に

、
武

士

に

ハ

あ

ら

ぬ

富

士

川

江

付
〈
着
け
〉

バ

 

                  

＊
菊
月
―
（
菊
の
咲
く
季
節
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か

ら
）
陰
暦
九
月
の
異
称
。
き
く
げ
つ
。 

        

＊
曽
我
兄
弟
の
石
塔
―
「
名
所
図
会
」
に
は
「
曽

我
兄
弟
の
禿
倉
〈
ほ
こ
ら
〉
と
し
て
一
項
あ
り
、

そ
れ
に
は
「
富
士
川
の
東
、
平
垣
の
左
の
山
際
、

厚
原
と
い
う
所
に
あ
り
、
土
人
、
曽
我
八
幡
と

い
う
。
今
も
敵
討
ち
の
者
、
信
ず
る
に
霊
応
あ

り
と
い
う
。
そ
の
側
久
沢
と
い
う
に
福
泉
寺
と

い
う
寺
あ
り
、
こ
こ
に
曽
我
兄
弟
の
石
塔
あ

り
、
云
々
」
と
あ
る
。
本
文
の
善
福
寺
は
福
泉

寺
の
誤
り
。 
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船

渡

し

、

無

事

に

渡

れ

ハ

岩

淵

と

て

、

名

物

栗

の

 
粉

餅

・

さ

ゝ

ゐ

壷

焼

、

甲

州

龍

王

煙

草

、

当

国

富

士

煙

 

草

、

く

わ

も

喰

ひ

た

し

、

さ

ゞ

ひ

も

た

べ

よ

、

跡

で

た

ば

 

こ

も

呑

た

し

と

、

セ

わ

し

く

ゆ

け

バ

、

小

池

の

さ

と

 

此

あ

た

り

よ

り

ふ

り

返

り

み

れ

ハ

、
登

り

に

富

士

を

 

左

り

に

見

る

、

夫

足

元

が

あ

ぶ

な

い

ぞ

、

ち

よ

ろ

〳
〵
涌

 

出

ル

清

水

あ

り

、

是

か

義

経

硯

水

、

左

り

の

浜

辺

ニ

 

六

本

松

、

吹

上

ケ

の

浜

と

言

、

是

ぞ

昔

の

海

道

と

や

 

浄

瑠

理

姫

の

恋 こ

が

れ

来

て

、
爰

そ

は

か

な

き

物

語

 

う

そ

か

ま

こ

と

か

し

ら

ね

ど

も

、
よ

い

蒲

原

の

宿

な

 

＊
岩
淵
―
慶
長
十
二
年
（1

6
0

7

）
徳
川
家
康
の
命

に
よ
り
、
京
都
の
豪
商
角
倉
了
以
が
、
甲
州
鰍
沢

～
岩
淵
間
に
富
士
川
舟
運
を
開
い
て
か
ら
、
岩
淵

は
そ
の
発
着
所
と
し
て
繁
栄
し
た
。
岩
淵
の
一
里

塚
も
あ
り
。 

              

＊
湧
出
る
清
水
―
岩
壷
の
清
水
。 

   

＊
硯
水
（
け
ん
ず
い
）
―
間
水
・
建
水
、
①
昔
の
二

食
時
代
、
朝
食
と
夕
食
の
間
に
食
べ
る
間
食
②
小

昼
・
お
や
つ
③
酒
の
異
称 

 

＊
六
本
松
―
後
述
の
浄
瑠
璃
姫
の
項
を
参
照
。 

＊
吹
上
ケ
の
浜
ー
静
岡
県
蒲
原
町
の
海
岸
。 

＊
浄
瑠
璃
姫
―
伝
説
に
「
源
義
経
が
金
売
り
吉
次
に

伴
な
わ
れ
て
奥
州
へ
降
る
途
中
、
三
河
の
矢
矧
の

宿
の
長
者
の
娘
浄
瑠
璃
姫
と
契
り
を
交
わ
し
た
。

姫
は
義
経
を
恋
慕
っ
て
陸
奥
へ
下
ろ
う
と
し
た

が
、
蒲
原
の
吹
上
げ
の
浜
で
病
に
倒
れ
た
。
里
人

は
姫
を
哀
れ
ん
で
塚
を
作
っ
て
、
六
本
の
松
を
植

え
た
。
」
と
い
う
。
蒲
原
中
学
校
内
に
浄
瑠
璃
姫

の
墓
が
あ
る
。 
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れ

や

、

此

海

辺

こ

そ

田

子

の

浦

 

 
 

赤

人

の

歌

に

 

 
 

 

田

子

の

浦

 

打

出

て

み

れ

ハ

 

白

た

へ

に

 

 
 

 
 

富

士

の

高

根

に

 

雪

ハ

ふ

り

つ

ゝ

 

と

ハ

此

辺

の

こ

と

ゝ

こ

そ

、
誠

に

け

し

き

も

由

井

宿

 

を

こ

へ

れ

バ

薩

埵

（

さ

つ

た

）

峠

に

さ

し

か

ゝ

る

、
茶

屋

の

女

の

口

 

ま

め

に

、

お

休

な

さ

れ

休

ま

せ

ん

か

、

あ

じ

の

よ

い

す

し

 

鮎

の

す

し

、
ア

イ

〳
〵
返

事

も

呼

込

も

立

た

り

居

 

た

り

、

打

た

り

舞

ふ

た

り

、

扨

も

目

か

舞

ふ

昼

さ

が

 

り

、

さ

ら

ハ

昼

飯

仕

ら

ん

、
イ

エ

／
＼
爰

で

ハ

飯

ハ

上

ケ

ぬ

 

    

＊
赤
人
の
歌
―
万
葉
集
巻
三
・
三
百
十
七
番
の
長

歌
の
反
歌
と
し
て 

 

「
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
て
見
れ
ば
真
白
に
ぞ 

 

 
 

富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
り
」
が
あ
る
。 

       

＊
由
井
宿
―
由
比
宿
は
、
静
岡
中
部
、
薩
埵
峠
東

側
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
東
海
道
五
十
三
次
蒲
原

と
興
津
の
間
の
宿
場
町
。
桜
海
老
が
漁
獲
さ
れ

る
。 
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是

ハ

一

興

と

ハ

ど

ふ

じ

や

、

飯

売

こ

と

ハ

所

の

法

度

、

肴

 
で

酒

を

上
ツ

て

下

ん

セ

、
コ

リ

ヤ

む

こ

い

、
し

か

ら

ハ

、
そ

さ

ま

の 

ま

い

る

の

を

、

無

心

な

か

ら

も

所

望

い

た

そ

ふ

、

一

ツ

盃

 

ツ

ヽ

御

報

志

あ

れ

、

夫

レ

ハ

成

程

お

安

い

こ

と

、

朝

飯

の

残

り

 

が

あ

る

、
一
ツ

盃

ツ

ヽ

あ

け

ま

セ

ふ

、
コ

リ

ヤ

忝

な

い

、
も

り

も

よ

し 

買 か

つ

た

飯

よ

り

又

う

ま

い

、
殊

に

そ

さ

ま

の

お

給

仕

で

、
わ

し

 

ば

つ

か

り

が

片

思

ひ

鮑

の

貝

、
焼

テ

モ

う

ま

し

／
＼
、
乙

女

の

 

前

垂

レ

襷

、
下

タ

に

ハ

お

か

ぬ

壷

焼

ハ

螺 さ
ゝ
い

な

こ

と

で

も

手

 

練

な

り

、
此

つ

ぼ

焼

の

焼

か

け

ん

汁

の

か

け

ん

も

喰

か

け

ん

 

腹
の
か
け
ん
も
よ
ふ
な
つ
て
、
か
く
な
ん 

 
 

昼

過

で

よ

い

壷

焼

に

も

ら

い

め

し

 

 
 

 
 

薩

埵

さ

つ

た

一

ツ

盃

腹

ハ

ふ

く

ら

煮 に
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は

ら

い

も

お

礼

も

相

済

（
あ
い
す
ん
）

だ

、
扨

、
爰

前

よ

り

唐

腹

か

ら

つ

は

ら

で

景 け

 
色 し

き

詠

る

ひ

ま

も

な

し

、
実

ニ

童

の

小

唄

に

も

花

よ

り

 

田

子

の

浦

伝

ひ

、

塩

焼

煙

立

登

り

、

富

士

の

煙

り

ハ

空

に

 

消

へ

、
渚

に

海

士

の

か

し

よ

な

く

、
ぬ

る

ゝ

袂

や

袖

し

が

浦

 

千

船

百

船

帆

を

上

ケ

て

、
ほ

の

か

に

三

保

野

松

原

や

 

岸

打

ツ

浪

ハ

親

知

ら

す

、

子

も

白

浪

に

打

寄

ス

る

、

名

 

の

ミ

残

り

し

昔

の

ミ

ち

難

や

、

天

和

（

て

ん

な

）

の

頃

今 （
合
）

、

此

道

を

 

開

か

れ

た

り

、
又

山

ン

上

に

地

蔵

尊

ま

し

ま

す

故

に

 

此

の

山

の

薩

埵

峠

を

真

ツ

下

り

、
興

津

川

原

打

越

て

、
右

に

 

身

の

延

の

参

詣

道

、

興

津

の

宿

ハ

清

見

浮 〈
潟
〉

、

む

か

し

ハ

爰

 

に

関

を

す

へ

、
清

見

関

と

詠

じ

も

む

べ

な

る

哉

、
爰

ニ

 

       

＊
富
士
の
煙
り
は
そ
ら
に
消
へ
―
西
行
法
師
の
歌

に
「
風
に
な
び
く
富
士
の
煙
は
空
に
消
へ
て
行

方
も
知
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な
」
が
あ
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
る
か 

          

＊
天
和
の
頃
―1

6
8

1

～1
6

8
4

年
間 

      

＊
薩
埵
峠
―
東
海
道
の
難
所
。
平
安
時
代
の
末
頃

に
、
付
近
の
海
で
漁
師
の
網
に
地
蔵
薩
埵
（
菩

薩
）
が
か
ゝ
り
引
き
上
げ
ら
れ
て
山
上
に
祀
ら

れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
薩
埵
峠
と
名
付
け
ら
れ

た
、
と
い
う
。 

 

＊
清
見
関
（
き
よ
み
が
せ
き
）
―
静
岡
市
清
水
の

興
津
に
あ
っ
た
古
関
。
清
見
寺
が
そ
の
跡
と
い

わ
れ
る
。 
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宿

を

過

れ

ハ

清

見

寺

領

三

百

五

拾

石

、
座

敷

張

付

名

は

 
雪

船

〈

雪

舟

〉

の

筆

と

か

や

、
三

穂

の

松

原

・

田

子

の

浦

、
此

座

敷

よ

り

 

一

ト

目

に

見

ゆ

る

庭

上

に

、
拾

七

間

の

梅

か

樹

あ

り

、
大

神

 

君

の

召

れ

し

御

駕

籠

あ

り

、

拝

す

へ

し

／
＼
、

門

前

の

 

茶

屋

に

て

蕎

麦

切

名

物

也

所

の

体

も

べ

つ

た

へ

た

、
膏

薬

店

 

ハ

八

左

衛

門

、
名

物

女

子

の

こ

と

の

は

も

、
横

須

賀

過

て

海

の

西

 

外

に

類

ひ

ハ

あ

り

と

の

浜

、
へ

つ

た

り

下

に

い

は

ら

村

、
い

は

ら

 

茅

原

お

し

わ

け

て

、
枯

レ

葉

残

り

し

薄

か

嶋

、
ア

レ

見

よ

 

三

穂

の

松

原

ハ

竪

江

一

里

、
広

サ

廿

余

丁

と

い

へ

り

、
東

へ

 

長

く

西

ハ

地

に

続

ク

、

此

嶋

の

松

の

葉

三

穂

な

り

、

羽

衣

 

明

神

、

社

領

百

石

、

宮

の

後

に

楠

あ

り

、

拾

六

畳

敷

と

 

＊
清
見
寺
（
せ
い
け
ん
じ
）
―
臨
済
宗
、
天
武
天

皇
の
と
き
、
鎮
護
の
関
寺
と
し
て
仏
堂
が
建
立

さ
れ
た
の
が
創
建
清
見
潟
の
風
光
を
眼
下
に
見

る
勝
景
に
恵
ま
れ
、
東
海
道
を
往
来
す
る
人
々

に
よ
っ
て
紀
行
文
や
歌
に
も
詠
ま
れ
て
来
た
。 

         

＊
膏
薬
店
―
清
見
寺
の
門
前
に
「
清
見
寺
膏
薬
」

を
売
る
店
が
数
軒
あ
っ
た
。 

 

＊
横
須
賀
―
横
須
賀
は
横
に
長
い
砂
丘
（
す
か
）

を
意
味
す
る
。
大
須
賀
町
に
横
須
賀
城
跡
が
あ

る
が
、
こ
の
城
が
築
城
さ
れ
た
頃
は
石
垣
下
に

は
海
浪
が
打
ち
寄
せ
て
い
た
と
い
う
。 

          

＊
羽
衣
明
神
―
御
穂
神
社
の
こ
と
か
？
御
穂
神
社

は
式
内
社
、
祭
神
、
大
己
貴
命
・
三
穂
姫
命
、

航
海
・
漁
業
の
神
。 
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い

ふ

、

天

の

羽

衣

、

神

主

納

置

し

と

い

ふ

秘

物

な

り

 
吹

上

の

塩

と

て

明

神

よ

り

十

町

計

り

南

に

羽

衣

 

の

松

の

梢

、
目

の

下

に

さ

な

か

ら

青

海

波

に

似

た

り

 

北

に

富

士

・

足

鷹

山

、

東

に

伊

豆

の

出

先

キ

、

西

に

当

て

 

久

能

山

、

近

く

ハ

清

水

の

湊

、

家

／
＼
悉

く

見

へ

て

 

景

色

言

語

に

絶

か

た

く

、
お

も

わ

す

歩

む

尻

軽

く

 

江

尻

の

宿

の

豊

心

丹

、
江

戸

目

馴

レ

ね

バ

め

づ

ら

し

く

 

左

り

の

方

に

久

能

山

へ

行

道

あ

り

、
清

水

の

湊

へ

も

是

よ

り

 

入
ル

、
久

能

山

へ

は

江

尻

よ

り

二

里

、
府

中

よ

り

ハ

三

里

と

い

ふ

 

九

と

セ

已

前

、

公

務

に

よ

つ

て

悉

く

拝

見

す

、

依

て

 

爰

に

記

ス

 

                    

＊
江
尻
の
宿
―
東
海
道
五
十
三
次
十
八
番
目
の

宿
。 

＊
豊
心
丹
―
奈
良
東
大
寺
で
製
し
て
興
正
菩
薩

伝
来
の
霊
薬
と
称
し
て
売
り
出
し
た
気
付
け

薬
。 
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抑
（
そ
も
そ
も
）

久

能

山

と

申

奉

ル

ハ

、

元

和

二

年

 
東

照

大

神

君

御

鎮

座

ま

し

ま

す

、

御

山

の

東

西

、

屏

風

 

を

立

た

る

こ

ど

く

（

ご

と

く

）

、

北

ハ

谷

深

く

万

獣

の

道

を

断

、

南

ニ

 

面

シ

十

七

曲

り

の

御

坂

を

登

り

、
一

の

御

門坂
ハ

御

櫓

造

り

 

番

士

武

器

を

備

へ

て

厳

重

也

 

御

宮

御

本

社

・

御

拝

殿

、
金

銀

を

ち

り

ば

め

て

廻

廊

・ 

唐

門

・

御

玉

籬

（
た
ま
が
き
）

・

二

重

の

楼

門

・

五

重

の

塔

、

以

誠

に

（
誠
に
以
っ
て
）

広

大

の

 

御

造

立

に

番

匠

の

切 （
巧
）

を

顕

し

、

四

時

の

花

鳥

、

数

千

の

猛

 

獣

生

が

ご

と

く

の

彫

工

の

手

を

尽

し

、
絵

所

の

筆

 

ふ

る

ふ

、
朝

日

輝

金

物

ハ

駿

ン

造

ニ

の

海

上

に

き

ら

め

き

 

＊
元
和
二
年
（1

6
1

6

）
、
徳
川
家
康
死
去
、
遺
骨

を
久
能
山
に
埋
葬
、
翌
年
日
光
に
改
装
し
、
そ

の
故
地
に
東
照
社
を
創
建
、
正
保
二
年
（1

6
4

5

）

宮
号
の
宣
下
が
あ
り
、
以
来
東
照
宮
と
い
う
。 
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御

存

の

御

重

器

に

御

宝

物

数

多

納

メ

る

ゝ

、
唯

恐

多

ク

 
筆

に

顕

す

こ

と

を

憚

り

、

善

尽

く

し

、

美

を

尽

し

 

結

構

ハ

言

語

に

述

難

し

、

御

社

領

ハ

三

千

石

、

榊

原

越

 

中

守

代

々

守

之

御

別

当

、

徳

音

院

と

言

、

江

尻

の

宿

 

を

出

放

れ

て

左

り

の

方

十

町

計

り

、
脇

道

に

入

ツ

て

 

草

な

き

明

神

の

社

あ

り

、

日

本

武

の

尊

、

東

夷

征

 

伐

の

時

、
賊

徒

、
野

火

を

放
ツ

、
尊

、
釼

を

も

つ

て

切

払

ひ

給

へ

 

ハ

、
放

火

忽

鎮

り

し

と

也

、
小

吉

田

を

過

て

国

吉

田

、
爰

ハ

 

駿

河

の

府

中

の

宿

、

左

り

に

久

能

江

行

道

あ

り

、

御

城

ハ

 

宿

の

う

ら

道

り

、
当

城

む

か

し

ハ

今

川

家

代

々

の

居

城

 

       

＊
榊
原
越
中
守
―
久
能
城
守
衛
を
務
め
て
い
た

榊
原
照
久
が
家
康
の
遺
命
を
受
け
て
神
主
と

な
る
。
兼
ね
て
久
能
山
総
門
番
（
久
能
奉
行

と
も
称
す
る
）
を
勤
め
、
そ
の
子
照
清
が
こ

れ
を
継
い
だ
が
、
寛
文
四
年
（1

6
6

4

）
神
職

を
辞
し
、
門
番
は
世
襲
し
て
幕
末
に
至
る
。

正
保
三
年
（1

6
4

6

）
学
頭
の
制
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
坊
を
徳
音
院
と
い
っ
た
。 

    

＊
草
な
き
神
社
―
草
薙
神
社
。
静
岡
市
清
水
区

草
薙
、
旧
県
社
。
祭
神
は
日
本
武
尊
。 

  

＊
釼
―
天
叢
雲
剣
あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

（
草
薙
剣
） 

    

＊
駿
河
の
府
中
の
宿
―
駿
河
国
の
首
都
、
駿
府

を
府
中
と
言
う
。
現
静
岡
市
。 

＊
今
川
家
代
々
の
居
城
―
今
川
範
国
が
、
元

弘
・
建
武
の
争
乱
に
軍
功
を
立
て
、
遠
江
・

駿
河
両
国
の
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
、
代
々
駿
府

の
城
を
居
城
と
し
た
。
が
、
今
川
氏
真
の
と

き
、
永
禄
九
年
（1

5
6

6

）
ご
ろ
ま
で
に
松
平

氏
の
手
中
に
帰
し
た
。 
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な

り

、

其

後

 
神

君

御

在

城

、

寛

永

年

中

、

御

番

城

と

な

る

、

御

城

 

の

西

に

当

り

て

浅
ン

間
ン

の

社

あ

り

、
社

領

二

千

六

百

石

、
先

年

 

参

詣

し

て

悉

く

拝

見

す

、

二

重

拝

殿

・

本

社

・

末

社

・

楼

 

門

・

唐

門

・

甍

を

な

ら

へ

、
大

造

の

御

造

立

也

、
金

米

山

（

こ

ん

べ

い

ざ

ん

） 

宝

臺

院

、

通

り

よ

り

左

り

に

見

ゆ

る

、

地

り

や

う

（

寺

領

）

三

百

石

 

御

神

殿

并

宝

臺

院

殿

・

御

霊

屋

あ

り

、

御

城

下

の

町

 

奇

麗

キ

レ

イ

也

、

名

物

ハ

駿

河

細

工

い

ろ

／
＼
、

桐

油

・

蒔

絵

ま

き

い

、

其

外

 

芦

久

保

の

茶

名

物

也

 

 
 

ば

セ

を

の

句

 

 
 

 

駿

河

路

や

 

花

た

ち

ば

な

も

 

茶

匂

ひ
 

    

＊
御
番
城
―
駿
府
在
番
。
始
め
は
大
番
、
後
に
は

書
院
番
の
分
掌
の
一
つ
。
寛
永
九
年
（1

6
3

2

）

造
置
、
駿
府
城
の
警
衛
に
当
た
る
役
職
。 

＊
浅
ン
間
ン
の
社
―
浅
間
神
社
は
、
神
部
神
社

（
大
己
貴
命
）
・
浅
間
神
社
（
木
花
咲
耶
姫

命
）
・
大
歳
御
祖
神
（
大
市
比
売
命
） 

 

右
の
三
社
か
ら
な
り
「
お
せ
ん
げ
ん
さ
ん
」
と

よ
ば
れ
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

＊
二
重
拝
殿
―
二
階
建
形
式
の
楼
閣
造
の
拝
殿
、

浅
間
造
の
代
表
的
建
物
。 

   

＊
宝
臺
院
―
金
米
山
宝
台
院
。
浄
土
宗
。
二
代
将

軍
秀
忠
の
生
母
西
郷
局
の
廟
を
建
て
、
寺
号
を

宝
台
院
と
し
た
。 

          

＊
ば
セ
を
の
句
―
芭
蕉
の
句
。 

 

「
す
る
が
地
や
花
橘
も
茶
の
匂
ひ
」 

 

元
禄
七
年
（1

6
9

4

）
五
月
十
一
日
、
江
戸
を
出

発
、
十
五
日
島
田
着
、
十
九
日
ま
で
滞
在
し
た
。 
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是

も

名

物

籠

細

工

、
駕

籠

か

懸
ケ

声

二

上

り

に

、
乗

セ

て

 
か

き

込

喜

見

ン

城

二

町

ま

ち

と

て

一

ト

花

街

あ

り

、
恋

も

な

さ

 

け

も

す

ぐ

通

り

、
余

所

に

弥

陸

の

安

倍

川

も

ち

是

が

名

代

の

五

文

 

ど

り

、
取

り

分

ケ

破

風

や

の

餅

か

よ

い

、
殊

に

娘

の

人

相

も

 

よ

い

、
き

な

こ

餅

・

砂

糖

も

ち

、
ち

つ

と

砂

糖

が

か

い

ゝ

ぞ

 

や

、

か

ゆ

へ

所

へ

手

を

廻

ル

、

海

道

一

の

餅

な

り

と

、

誉

ち

 

ぎ

つ

て

砂

糖

を

つ

け

、
も

ひ

と

つ

口

に

ほ

う

ば

り

な

 

が

ら

 

 
 

安

倍

川

の

 

餅

も

娘

も

 

よ

ふ

ね

れ

て

 

 
 

 

甘 あ

ま

く

見

た

る

ハ

 

砂

糖

少

な

し
 

阿

部

川

歩

行

渡

り

、

富

士

辰

巳

に

見

ゆ

る

旅

図

也

 

＊
懸
ケ
声
二
上
り
に
―
二
上
り
―
三
味
線
の
調

弦
法
の
一
つ
。
本
調
子
に
対
し
て
、
二
の
糸
を

一
全
音
高
く
調
律
し
て
あ
る
も
の
、
華
や
か
で

陽
気
な
気
分
や
田
舎
風
を
表
す
調
子
。 

＊
一
ト
花
街
あ
り
―
江
戸
時
代
阿
倍
川
流
域
は

遊
郭
町
と
し
て
栄
え
た
。 

＊
余
所
に
弥
陸
の
・
・
・
―
よ
そ
の
地
に
は
魅
力

の
・
・
・ 

弥
陸
―
弥
勒
。
弥
勒
町
、
駿
府
城
下
の
西
端
、

に
あ
り
、
駿
府
城
下
堤
添
川
越
町
に
い
た
山
伏

弥
勒
院
が
開
発
し
た
と
い
う
。
「
名
所
図
会
」

に
「
阿
倍
川
の
東
端
を
弥
勒
茶
屋
と
て
、
阿
倍

川
餅
の
名
物
な
り
」
と
あ
る
。 

＊
五
文
ど
り
―
五
文
取
、
一
つ
五
文
で
売
っ
た

餅
。
阿
倍
川
餅
が
有
名
。
げ
ん
こ
ど
り
。 

                   

＊
辰
巳
―
東
南
。 
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蓮

台

、

高

欄

附

に

て

大

勢

懸

り

、

水

火

に

残

し

股

迄

も

 
あ

り

な

し

と

思

ふ

位

、

此

川

原

に

陰

陽

石

・

馬

蹄

石

 

あ

り

、
此

馬

蹄

石

と

言

ハ

、
其

昔

佐

々

木

・

梶

原

、
池

月

（
い
け
ず
き
） 

摺

墨

（
す
る
す
み
）

名

高

キ

を

此

所

江

放

つ

、
両

馬

の

蹄

の

蹄
（
マ
マ
）

な

り

 

と

言

、
実

に

間

々

有

を

見

る

に

、
し

つ

か

り

と

蹄

の

跡

あ

り

、 

硯

抔

に

用

て

重

宝

す

、

陰

陽

石

も

間

々

あ

り

、

よ

く

 

似

た

る

形

な

り

、

ゑ

ん

よ

ふ

（

お

ん

み

や

う

）

石

・

馬

蹄

石

、

尋

当

れ

ば

 

仕

合

よ

し

と

て

、

先

年

相

士

馬

蹄

石

を

拾

ふ

、

此

人

 

其

後

立

身

セ

し

ハ

ま

の

あ

た

り

な

り

、
安

倍

川

七

八

丁

 

先

キ

に

丸

子

の

方

よ

り

流

れ

る

を

わ

ら

し

な

川

と

言

 

        

＊
池
月
―
生
食
、
生
唼
。
佐
々
木
高
綱
が
源
頼
朝

か
ら
賜
っ
た
名
馬
の
名
。 

 

＊
摺
墨
―
磨
墨
。
梶
原
景
季
が
源
頼
朝
か
ら
賜
っ

た
名
馬
の
名
。
両
者
両
馬
で
宇
治
川
の
先
陣
を

争
っ
た
。
が
、
両
馬
を
こ
の
河
原
に
放
っ
た
か

ど
う
か
は
不
明
。 

              

＊
わ
ら
し
な
川
―
藁
品
（
科
）
川 
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府

中

の

方

を

安

倍

川

と

い

ふ

、
川

を

越

れ

ハ

手

 
越

の

里

、

右

の

木

か

ら

し

の

森

あ

り

と

こ

そ

 

 
 

 

定

家

の

歌

に

 

 
 

 

木

が

ら

し

の

 

森

の

梢

の

 

朝

な

／
＼ 

 
 

 
 

名

に

あ

ら

わ

る

ゝ

 

神

無

月

哉

 

急

げ

ハ

つ

ま

づ

く

石

の

小

橋

、
ハ

ツ

ト

飛

退

ク

驚

キ

橋

 

右

に

長

者

の

屋

敷

跡

、

昔

重

衡

（
し
げ
ひ
ら
）

の

千

寿

の

前

ハ

、

こ

の

 

長

者

の

娘

な

り

、

歌

を

詠

み

詩

を

作

り

、

穴

へ

こ

ま

取

 

羽

を

つ

く

、

丸

子

の

宿

の

泊

り

に

て

、

桑

名

屋

へ

こ

そ

ハ

 

着

に

け

り

 

＊
手
越
の
里
―
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
宿
駅
と
し
て
栄
え
た
が
、
南
北
朝
時
代
以
降

は
西
隣
の
丸
子
の
宿
に
繁
栄
を
奪
わ
れ
た
。 

＊
木
枯
の
森
―
「
森
は
こ
が
ら
し
の
森
」
と
『
枕

草
子
』
に
書
か
れ
て
以
来
、
歌
枕
と
し
て
有
名
。

藁
品
川
（
わ
ら
し
な
が
わ
）
の
河
原
の
真
ん
中

に
あ
る
。 

＊
定
家
の
歌
―
『
拾
遺
愚
草
』
に
あ
り
。 

              

＊
長
者
の
屋
敷
跡
ー
手
越
の
長
者
の
屋
敷
跡
。
平

重
衡
が
関
東
へ
送
ら
れ
る
途
中
、
そ
こ
の
娘
千

寿
の
前
と
恋
仲
に
な
っ
た
。 
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丸

子

の

宿

の

と

ろ

ゝ

汁

 

 
 

ば

し

や

う

歌

に

 

 
 

 

梅

若

菜

 

ま

り

子

の

宿

の

 

と

ろ

ゝ

汁

 

け

ふ

ハ

九

月

の

二

日

な

る

、
夕

べ

喰

た

る

麦

と

ろ

ゝ

 

青

空

長

閑

（

の

ど

け

）

く

晴

渡

り

、
と

ん

ひ

も

舞

ふ

て

と

ろ

ゝ

 

汁

、
丸

子

の

橋

を

打

渡

り

、
右

へ

は

い

れ

バ

柴

屋

寺

（

さ

い

お

く

じ

） 

宗

長

の

寺

吐

月

峯

（

と

げ

っ

ぽ

う

）

、

六

七

町

も

有

と

い

ふ

、

山

間

イ

行

 

テ

ハ

宇

都

の

山

、
是

か

ら

先

キ

ハ

山

路

な

り

、
昔

の

蔦

の

 

あ

ゼ

道

ハ

、

此

あ

た

り

の

こ

と

ゝ

こ

そ

、

今

も

蔦

か

つ

ら

 

繁

れ

り

と

言

 

    

＊
ば
し
や
う
歌
に
―
は
せ
を
〈
芭
蕉
〉
句
集
に
「
乙

訓
餞
別
に
」
と
し
て
あ
り
。 

            

＊
柴
屋
寺
―
臨
済
宗
。
吐
月
峯
の
名
で
知
ら
れ
、

連
歌
師
宗
長
ゆ
か
り
の
寺
。 

 

＊
宗
長
―
文
安
五
年
（1

4
4

8

）
、
島
田
の
刀
鍛
冶

五
条
義
助
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
十
八
歳
の
と

き
出
家
、
興
津
清
見
寺
で
出
会
っ
た
宗
祇
に
連

歌
を
学
び
、
上
京
し
て
大
徳
寺
の
一
休
に
師
事

す
る
。
と
も
に
、
し
ば
し
ば
宗
祇
の
旅
に
随
行

し
た
。
柴
屋
宗
長
と
い
う
。 

＊
う
つ
の
山
―
宇
津
ノ
谷
峠
（
う
つ
の
や
と
う

げ
）
。 

＊
蔦
の
あ
ゼ
道
―
蔦
の
細
道
。 

 

両
所
と
も
『
伊
勢
物
語
』
に
登
場
し
て
以
来
、

紀
行
文
や
歌
舞
伎
の
舞
台
と
な
っ
て
、
東
海
道

の
名
所
に
な
っ
た
。 
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古

歌

に

 

 
 

露

ふ

か

き

 

蔦

の

あ

ゼ

道

 

わ

け

こ

へ

て

 

 
 

 
 

岡

部

に

か

く

る

 

宇

つ

の

山

ミ

ち

 

 
 

宇

津

の

山
 

月

た

に

も

ら

ぬ

 

草

の

庵

 

 
 

 
 

夢

路

た

へ

た

る

 

松

風

ぞ

吹

ク

 

 
 

十

団

子

も

 

小

粒

に

な

り

ぬ

 

秋

の

風

 

名

物

う

つ

の

谷

の

十

団

子

、
峠

に

地

蔵

堂

あ

り

 

是

か

ら

が

下

り

坂

、

程

な

く

爰

ハ

岡

部

の

宿

 

 
 

古

歌

に

 

 
 

 
 

夕

日

さ

す

 

け

し

き

も

さ

び

し

 
松

た

て

る

 

 
 

 
 

 

岡

部

の

里

ハ

 

山

影

に

し

て

 

    

＊
霧
ふ
か
き
―
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
法
印
定
円
の

歌
と
し
て 

 
 

露
し
げ
き
蔦
の
し
げ
み
を
分
け
越
え
て 

 
 

岡
辺
に
か
ゝ
る
う
つ
の
山
道 

＊
宇
津
の
山
―
『
六
華
和
歌
集
』
家
隆
の
歌 

う
つ
の
山
月
だ
に
も
ら
ぬ
つ
た
の
庵 

夢
路
た
え
た
る
風
の
音
か
な 

       

＊
十
団
子
も
―
許
六
の
句 

  

＊
十
団
子
―
と
お
だ
ん
ご
。
宇
津
谷
峠
の
麓
の
茶

屋
で
売
っ
た
名
物
の
団
子
。
白
・
赤
・
黄
な
ど

に
そ
め
た
小
さ
な
団
子
を
十
個
ず
つ
竹
串
や
麻

糸
に
通
し
た
も
の
。
ま
た
茶
屋
の
女
が
十
個
ず

つ
杓
子
で
す
く
っ
て
売
っ
た
と
も
い
う
。 

＊
岡
部
の
宿
―
東
海
道
五
十
三
次
の
二
十
一
番
目

の
宿
。
現
在
の
藤
枝
市
岡
部
町
。 

   

＊
夕
日
さ
す
―
「
海
道
百
首
」
参
議
為
相
の
歌 

 
 

夕
日
さ
す
け
し
き
も
さ
び
し
松
た
て
る 

 
 

を
か
べ
の
さ
と
は
山
陰
に
し
て 
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縄

手

過

れ

バ

田

中

領

、

八

幡

の

大

社

あ

り

、

是

駿

州

 
岡

部

氏

・

朝

比

奈

氏

の

氏

神

と

か

や

、

鐙
〈
あ
ぶ
み
〉

ケ

淵

、

鬼

ケ

 

嶋

水

盛

過

て

、

藤

枝

の

宿

に

入

ル

、

宿

を

過

れ

ハ

瀬

 

戸

の

川

、

瀬

戸

の

染

飯

黄

に

染

て

、

青

嶋

過

て

田

中

 

領

、

是

迄

な

り

や

棒

杭

の

、

鱠

盛

と

て

浮

名

立

ツ

 

娘

の

髪

も

嶋

田

宿

、
旅

人

爰

に

て

き

も

を

消

す

 

聞

及

に

た

よ

り

大

井

川

、

是

駿

州

の

境

な

り

 

巾

凡

弐

十

丁

余

 

 
 

古

歌

に

 

 
 

 

思

ひ

出

る

 

都

の

こ

と

ハ

 

大

井

川
 

 
 

 
 

い

く

せ

の

石

の

 

か

つ

も

お

よ

ば

じ
 

＊
田
中
領
―
現
藤
枝
市
。
西
益
津
中
学
校
の
体
育

館
の
前
に
「
従
是
に
し
田
中
領
」
の
標
示
杭
が

立
っ
て
い
る
。 

＊
八
幡
の
大
社
―
若
宮
八
幡
社
（
祭
神
大
鷦
鷯

命
・
品
陀
和
気
命
・
息
長
帯
比
売
命
）
岡
部
氏

の
氏
神
。
現
社
殿
は
貞
享
三
年
（1

6
8

6

）
岸
和

田
藩
主
岡
部
長
敬
が
造
営
。 

＊
朝
比
奈
氏
―
掛
川
城
主
朝
比
奈
泰
朝

1
5

6
9

年

開
城
。 

 

＊
染
飯
（
そ
め
い
い
）
―
ク
チ
ナ
シ
で
黄
色
に
染

め
た
強
飯
（
こ
わ
め
し
）
東
海
道
藤
枝
・
島
田

間
の
小
駅
瀬
戸
（
藤
枝
市
瀬
戸
）
の
名
物
。 

              

＊
古
歌
に
―
『
十
六
夜
日
記
』
に 

 
 

思
ひ
出
づ
る
都
の
こ
と
は
お
ほ
ゐ
河 

 
 

い
く
瀬
の
石
の
か
ず
も
及
し 
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大

井

川

連 （
蓮
）

台

越

也

、

瀬

定
（
さ
だ
ま
）

ら

す

、

是

東

海

道

一

の

 
大

川

也

、

滞

な

く

打

越

し

て

、

向

ハ

金

谷

の

宿

な

り

け

り

 

金

谷

坂

を

登

り

て

暫

く

平

地

也

、
此

所

よ

り

見

わ

た

セ

バ

 

前

ハ

岩

山

、
向

に

大

井

川

の

流

雲

の

如

く

、
富

士

山

ハ

北

に

 

当

り

て

見

ゆ

る

、

海

道

い

ち

の

景

色

な

り

、

牧

の

原

よ

り

 

下

り

坂

、

爰

も

名

所

と

菊

川

や

、

此

川

上

に

菊

の

花

の

 

名

所

有

、

さ

よ

の

中

山

飴

の

餅

、

右

に

子

育

観

世

音

 

恩 お

ん

も

誓 ち
か
い

も

有

難

や

、
妙

法

蓮

華

経

品

代

二

十

五

文

が

し

て

 

や

つ

た

、
扨

も

う

ま

い

ハ

飴

の

餅

、
コ

リ

ヤ

お

か

し

、
よ

い

年

を

 

し

て

飴

の

餅

い

く

つ

、

五

ツ

た

べ

た

 

 
 

西

行

の

歌

に

 

   

＊
金
谷
の
宿
―
東
海
道
五
十
三
次
の
二
十
四
番

目
の
宿 

            

＊
さ
よ
の
中
山
―
佐
夜
中
山
・
小
夜
中
山
。
掛
川

市
東
部
の
山
。
平
安
時
代
か
ら
東
海
道
の
難
所

の
一
つ
。
歌
枕
。 

＊
飴
の
餅
―9

6

ペ
ー
ジ
注
を
参
照 
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年

た

け

て

 

ま

た

こ

ゆ

へ

し

と

 

思

ひ

き

や

 

 
 

 
 

 

命

な

り

け

り

 

さ

よ

の

中

山

 

 
 

此

歌

に

題

し

て

 

 
 

 

年

た

け

て
 

ま

だ

喰

き

か

や

 

飴

の

餅

 

 
 

 
 

 

五

ツ

し

て

け

り

 

さ

よ

の

中

山

 

む

け

ん

の

鐘

ハ

右

の

方

、
高

山

御

嶽

山

ン

観

音

寺

 

と

言

寺

に

あ

る

と

こ

そ

、
此

鐘

を

つ

け

ハ

無

量

の

宝

 

を

得

ル

と

な

り

、
去

ル

に

よ

つ

て

撞 ツ

ク

人

大

分

云

込

あ

れ

 

ど

も

、

堅
ク

禁 キ

ン

し

て

撞

カ

せ

す

、

是

を

い

か

に

と

い

ふ

に

 

彼 か

の

梅

の

枝 か

へ

こ

の

か

た

、

此

山

へ

参

詣

も

セ

す

、

む

か

し

の

 

＊
年
た
け
て
―
新
古
今
集
巻
十
羇
旅
歌 

年
た
け
て
又
こ
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や 

い
の
ち
な
り
け
り
さ
夜
の
中
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
行
法
師 

と
あ
る
。 

               

＊
む
け
ん
の
鐘
―
無
間
の
鐘
。
掛
川
市
東
山
に
あ

る
観
泉
寺
に
あ
っ
た
鐘
。
こ
の
鐘
を
撞
く
と
来

世
で
は
無
間
地
獄
に
落
ち
る
が
、
こ
の
世
で
は

富
豪
に
な
る
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
。 

「
無
間
」
―
む
け
ん
、
後
世
で
は
「
む
げ
ん
」

と
も
い
う
。
た
え
ま
な
い
こ
と
、
ひ
っ
き
り
な

し
。 

＊
観
音
寺
―
観
泉
寺
の
誤
り
か
？ 
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市

川

柏

莚

・

瀬

川

露

孝

・

吉

田

文

三

、

何

レ

も

代

々

撞

之

 
尤

撞
（
マ
マ
）

を

つ

け

バ

三

百

両

、
手

水

躰 〈
鉢
〉

を

た

ゝ

け

バ

爰

に

 

三

両

、
か

し

こ

に

五

両

、
〆

て

八

両

、
は

し

た

金

と

い

へ

ど

も

 

江

戸

・

京

・

大

阪

度

々

の

鐘

の

段

に

寺

役

取

続

か

す

 

八

両

に

三

両

壱

分

の

利

足

を

か

け

れ

バ

、
一

ケ

年

に

ハ

 

元

利

〆

て

拾

六

両

、
い

か

に

諸

人

の

為

な

れ

バ

と

て

、
終

に

 

礼

の

い

ゝ

て

も

な

し

、
今

世

上

に

流

行

の

富

さ

へ

一

割

 

の

奉

納

ハ

お

定

り

、
し

か

る

に

金

を

得

た

る

輩

も

此

 

寺

へ

三

文

も

奉

納

し

た

例

な

し

、
さ

り

と

て

ハ

不

仁

 

千

万

、
其

上

に

、
だ

ん

な

い

だ

ん

な

い

大

事

な

い

、
な

ど

ゝ

 

＊
市
川
柏
莚
―
四
代
目
市
川
団
十
郎
の
俳
名
。 

＊
瀬
川
露
孝
―
瀬
川
路
孝
、
歌
舞
伎
役
者
女
形
。 

＊
吉
田
文
三
―
吉
田
文
三
郎
、
人
形
浄
瑠
璃
の
人

形
遣
い
。 

                  

＊
富
―
富
く
じ
。
江
戸
時
代
か
ら
流
行
し
た
一
首

の
賭
博
的
興
行
。
興
行
主
が
富
札
を
売
り
出
し
、

そ
れ
と
同
数
の
木
札
を
箱
に
入
れ
、
所
定
の
日

に
、
箱
の
小
穴
か
ら
錐
で
突
き
刺
し
て
当
た
り

番
号
を
き
め
、
規
定
の
賞
金
を
与
え
た
。
興
行

主
は
売
上
高
か
ら
、
賞
金
の
総
額
・
必
要
経
費

を
差
し
引
い
た
も
の
を
収
得
す
る
。
多
く
寺
社

が
興
行
を
許
さ
れ
て
修
復
財
源
と
し
た
。 
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痰

を

切

ル

こ

と

く

、

近

頃

不

埒

の

至

り

也

、

殊

に

此

世

は

 
蛭

に

責

ら

れ

、
未

来

ミ

ら

い

永

々

無

間

む

け

ん

地

獄

へ

落

る

と

 

あ

れ

ハ

、

諸

人

に

罪 ツ

ミ

を

あ

た

え

る

も

気

の

ど

く

、

所

詮

 

此

鐘

の

有

か

ら

ハ

無

益

な

り

と

て

、

住

僧

、

井

の

中

へ

鐘

 

を

埋

し

よ

り

、
井

鐘

無

事

い

く

な

い

こ

と

と

ハ

是

よ

り

は

じ

ま

る

 

又

往

来

の

真

中

に

夜

泣

石
（

下

段

の

図

）

尺

渡

し

せ

い

三

尺

余

巾

同

断

 
 

 

し

ん

ら

ん

上

人

切

付

給

ふ

六

字

あ

り

、
右

の

方

に

夜

泣

の

 

松

、
昔

臨

月

の

女

、
盗

賊

の

為

に

殺

さ

れ

、
児

ハ

出

生

し

て

 

敵

を

討

し

と

言

伝

ふ

、

子

育

の

観

音

、

餅

の

飴

、

ま

た

 

八

か

ら

鉦

も

爰

の

名

物

と

聞

、
是

も

よ

か

ろ

う

、
一
ツ

た

べ

 

よ

ふ

、
コ

リ

ヤ

お

か

し

い

と

蕨

餅

、

日

坂

（
に
っ
さ
か
）

の

宿

打

過

て

、
是

よ

り

 

＊
痰
を
切
る
―
痰
火
・
痰
呵
、
を
切
る
痰
火
を
治

療
す
る
こ
と
を
「
痰
火
を
切
る
」
と
い
い
、
こ

れ
が
な
お
る
と
胸
が
す
っ
き
り
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
胸
の
す
く
よ
う
な
鋭
く
歯
切
れ
の
よ
い
口

調
で
話
す
こ
と
。 

            

＊
夜
泣
石
―
東
海
道
の
金
谷
か
ら
日
坂
に
通
じ
る

小
夜
の
中
山
の
伝
説
「
昔
こ
の
山
の
夜
泣
石
の

石
の
か
た
わ
ら
で
、
妊
婦
が
山
賊
に
切
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
切
り
口
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
、
か
た

わ
ら
の
石
陰
で
夜
に
な
る
と
泣
い
た
の
で
「
夜

泣
石
」
と
い
い
、
久
延
寺
の
観
音
様
に
ア
メ
で

育
て
ら
れ
た
の
で
、
久
延
寺
は
子
育
観
音
と
子

育
飴
で
有
名
」
又
、
子
は
成
人
し
て
研
師
（
と

ぎ
し
）
と
な
り
、
刀
の
刃
こ
ぼ
れ
か
ら
母
を
切

っ
た
賊
を
見
つ
け
て
仇
討
ち
を
し
た
と
い
わ
れ

る
。 
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西

へ

掛

ケ

川

領

、
山

に

花

ナ

の

里

こ

へ

ゆ

け

バ

、
爰

早

（

最

早

カ

）

程

 
な

く

掛

川

の

宿

葛

 

布

名

物

也

泊

り

宿

な

る

肴

屋

へ

こ

そ

ハ

 

着

に

け

り
 

 

古

歌

に

 

 
 

こ

れ

も

こ

の
 

所

な

ら

ひ

を

 

葛

て

ふ

布

ヲ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

掛

川

の

里

 

城

主

太

田

摂

津

守

殿

領

分

也

、
当

時

大

阪

御

城

代

也

 

け

ふ

ハ

九

月

の

三

日

な

る

、
日

和

も

よ

し

と

立

出

ル

 

宿

の

中

程

に

秋

葉

道

、
右

之

方

に

石

脾 〈

碑

〉

あ

り

 

二

瀬

川

、

は

ゝ

川

立

場

な

り

 

 
 

古

歌

に

 

 
 

 

は

ゝ

川

や

 

瀬

川

の

水

の

 

底

き

よ

ミ
 

＊
花
ナ
の
里
―
「
花
」
に
「
ナ
」
が
送
っ
て
あ
る
。

こ
れ
は
「
平
仮
名
・
片
仮
名
が
創
案
さ
れ
て
、

漢
字
仮
名
交
り
文
と
い
う
新
し
い
文
体
が
起
っ

た
が
、
古
く
は
も
っ
ぱ
ら
漢
字
の
訓
み
方
を
示

す
の
が
目
的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
「
作
テ
舎

ヤ
ヲ
」
の
よ
う
に
傍
訓
と
送
仮
名
と
を
区
別
せ

ず
に
記
し
た
り
「
王
ト
〈
み
か
ど
〉
」
「
国
ニ
〈
く

に
〉
」
の
よ
う
に
名
詞
の
一
部
に
仮
名
を
送
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
風
潮
は
永
く
後
世
に
ま
で

及
び
、
一
般
に
は
一
定
の
決
ま
り
が
な
か
っ

た
。
」
〈
『
国
史
大
辞
典
』
よ
り
〉
本
文
で
典
型
な

の
は
「
左
り
」
な
ど
で
あ
る
。 

＊
葛
布
―
掛
川
の
名
産 

＊
こ
れ
も
こ
の
―
『
藻
塩
草
』
に
為
相
の
歌 

 
 

こ
れ
ぞ
此
所
な
ら
ひ
と
門
々
に 

葛
て
ふ
布
を
掛
川
の
里 

 
 

と
あ
る
。 

 

  

＊
城
主
太
田
摂
津
守
―
文
政
十
二
年
（1

8
2

9

）
当

時
は
資
始
が
藩
主
で
、
文
政
十
一
年
大
阪
上
代
、

天
保
二
年
（1

8
3

1

）
京
都
所
司
代
な
ど
を
歴
任

し
た
。 

     

＊
は
ゝ
川
―
は
ら
川
、
掛
川
市
原
川
・
袋
井
の
間

の
立
場
。
酒
・
茶
店
な
ど
を
出
す
。 

   

＊
は
ゝ
川
や
―
『
名
寄
』
に
雅
経
と
し
て 

は
ら
川
や
せ
川
の
水
の
底
清
み 

す
む
里
人
の
心
を
ぞ
し
る 
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す

む

里

人

の

 

心

を

そ

し

る

 
な

ぐ

り

の

郷

ハ

花

蓙 〈
ご
ざ
〉

を

皆

家

／
＼
に

掛

川

領

 

是

よ

り

東

に

明

星

寺

、

日

蓮

の

父

貫

名

（

ぬ

き

な

）

氏

、

爰

に

 

墓

所

の

あ

る

と

か

や

、

袋

井

の

宿

う

ち

過

て

、

縄

手

越

 

れ

バ

熊

野

ゝ

宮

、

社

領

七

十

五

石

と

言

、

社

造

竹

田

の

 

番

匠

（
ば
ん
し
ょ
う
）

共

飛

騨

の

工

が

建

し

と

も

い

ハ

ヾ

岩

井

の

村

続

 

あ

の

山

際

に

、
頼

朝

の

放

し

給

ひ

し

鶴

舞

ふ

て

 

今

に

木

原

の

里

越

へ

て

、

西

嶋

過

て

三

日

の

橋

、

見

附

 

の

宿

ハ

、

上

方

（
か
み
が
た
）

よ

り

下

り

に

富

士

を

爰

で

見

る

、

そ

こ

で

 

所

の

名

と

な

り

、
彼

（
か
の
）

宗

盛

の

お

も

ひ

も

の

、
湯

谷

か

旧

跡

こ

セ

キ 

    

＊
花
蓙
―
沓
部
村
の
名
物
と
し
て
花
筵
を
織
り
て

諸
国
へ
商
う
。 

 

＊
明
星
寺
―
妙
星
寺
。
沓
辺
村
に
あ
り
。 

   

＊
縄
手
―
田
の
間
の
道
、
長
く
真
っ
直
ぐ
な
道 

  

＊
竹
田
の
番
匠
―
「
名
所
図
会
」
に
「
土
人
い
わ

く
、
む
か
し
武
田
の
番
匠
名
誉
あ
り
て
轄
〈
く

さ
び
〉
一
本
に
て
留
む
、
と
い
う
。
」 

    

＊
見
附
宿
―
現
磐
田
市
。
東
海
道
五
十
三
次
ニ
十

八
番
目
の
宿
。 

＊
所
の
名
と
な
る
―
俗
説
。
「
今
の
浦
」
の
湾
入
し

た
入
海
付
之
地
イ
リ
ウ
ミ
ツ
キ
ノ
チ
か
ら
命
名

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。 

＊
宗
盛
の
お
も
ひ
も
の
―
湯
谷
、
熊
野
ユ
ヤ
、
熊

野
（
く
ま
の
）
信
仰
で
生
ま
れ
た
池
田
の
長
者

の
娘
が
、
か
つ
て
の
遠
江
守
宗
盛
（
清
盛
の
子
）

に
寵
愛
さ
れ
、
故
郷
の
母
が
病
気
に
な
る
が
、

帰
国
を
許
さ
れ
ず
、
清
水
寺
の
舞
台
で
「
い
か

に
せ
ん
都
の
春
は
惜
し
け
れ
ど
な
れ
し
あ
づ
ま

の
花
や
咲
く
ら
ん
」
と
う
た
い
舞
っ
て
、
故
郷

へ
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

池
田
の
興
行
寺
に
熊
野
御
前
の
墓
が
あ
る
。
ま

た
、
長
藤
〈
国
の
天
然
記
念
物
〉
で
有
名
。 



三河記 

- 55 - 

此

右

に

池

田

と

い

へ

る

所

あ

り

、
惣

社

の

宮

の

神

さ

ひ

て

、
爰

ハ

 
遠

州

国

分

寺

、

鴨

川

橋

を

打

渡

り

、

八

幡

社

領

三

百

石

 

大

乗

院

の

立

場

な

り

、
長

森

こ

へ

て

此

所

天

瀧 （
龍
）

川

、
此

川

ハ

信

濃

 

の

国

諏

訪

す

ハ

の

湖

水

の

流

也

、
見

附

の

方

を

小

天

瀧 （
龍
）

、
濱

松

の

 

方

を

大

天

瀧 （
龍
）

と

言

と

也

、
大

水

の

時

ハ

拾

丁

程

川

上

へ

廻

る

べ

し

 

子

安

村

と

い

ふ

所

に

て

渡

ス

也

、
川

を

ぶ

な

ん

に

越

へ

渡

り

 

是

か

ら

先

キ

ハ

濱

松

領

、
薬

師

新

ン

田

打

過

て

、
御

神

の

 

森

ハ

右

之

方

、

社

領

三

百

余

石

也

、

神

主

を

蒲

五

郎

範

 

頼

の

子

孫

と

言

、
是

よ

り

ま

こ

め

橋

を

打

渡

り

、
爰

ハ

京

都

 

と

お

江

戸

と

の

真

ン

中

な

り

と

聞
（
き
く
）

か

ら

に

、
古

郷

の

空

も

 

＊
惣
社
の
宮
―
古
代
国
司
参
拝
の
便
利
の
た
め
国

中
の
神
々
を
集
め
て
祀
っ
た
。 

  

＊
遠
州
国
分
寺
―
現
遠
江
国
分
寺
跡
。
国
特
別
史

跡
。 

＊
八
幡
社
―
府
八
幡
宮
、
祭
神
：
仲
哀
天
皇
・
神

功
皇
后
・
応
神
天
皇 

 

藤
原
時
代
の
僧
形
八
幡
と
二
女
神
像
が
あ
る
。

奈
良
時
代
遠
江
国
司
桜
井
王
が
国
府
の
守
り
神

と
し
て
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。 

            

＊
御
神
の
森
―
蒲
明
神
。 

   

＊
蒲
五
郎
範
頼
の
子
孫
―
三
河
守
源
範
頼
の
末

裔
。 
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遠

江

、
姿

言

葉

も

移

り

行

、
見

馴

ミ

な

れ

シ

色

ハ

濱

松

の

泊 と
ま
り 

り

宿

な

る

三

河

屋

へ

こ

そ

ハ

着

に

け

り

 

け

ふ

は

菊

月

四

日

な

る

、

日

和

ひ

よ

り

も

よ

し

と

立

出

ル

、
大

 

手

口

、
城

主

水

野

越

前

守

殿

領

分

也

、
当

時

御

役

也

、
城

下

寄 キ

 

麗 れ

い

な

る

町

也

、
此

二

月

、
宿

内

よ

り

出

火

に

て

は

た

ご

や

四

十

軒

程 

類

焼

ス

、

宿

の

亭

主

の

噺

し

也

、

右

之

方

に

五

社

大

明

神

 

社

領

三

百

石

、
隣

に

て

諏

訪

大

明

神

、
社

領

三

百

石

、
両

神

と

も

 

に

大

社

也

、
先

年

拝

せ

し

に

、

荘

厳

そ

う

げ

ん

き

ら

び

や

か

な

り

、
宮

 

建

、
至

て

よ

ろ

し

く

候

得

共

、
類

焼

し

給

ふ

跡

に

て

、
鳥

居

其

 

外

諸

堂

社

、
い

ま

だ

建

す

（
た
て
ず
）

、
此

宿

の

名

を

昔

ハ

引

馬

と

言

よ

し

 

濱

松

と

言

ハ

、
十

町

計

り

脇

に

松

林

あ

り

、
元

濱

松

野

口

と

 

       

＊
大
手
口
―
城
の
正
面
。 

  

＊
城
主
水
野
越
前
守
―
水
野
忠
邦
、
肥
前
唐
津
藩

〈
内
実
二
十
万
石
〉
か
ら
浜
松
藩
六
万
石
〈
内

表
と
も
に
〉
に
所
替
、
唐
津
藩
主
は
長
崎
警
護

役
を
課
さ
れ
て
い
て
幕
閣
の
一
員
に
な
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
転
封
し
て
昇
進
す
る
た
め

盛
ん
に
運
動
を
行
っ
た
。
文
政
八
年
～
十
一
年

（1
8

2
5

～3
1

）
大
坂
城
代
、
天
保
五
年
～
十
四

年
（1

8
3

4

～4
3

）
老
中
。
天
保
の
改
革
を
推
し

進
め
た
人
物
。 

           

＊
昔
は
引
馬
と
言
う
―
現
曳
馬
と
書
く
、
大
宝
二

年
（7

0
2

）
の
持
統
上
皇
三
河
行
幸
時
、
万
葉
歌

に
「
引
馬
野
に
・
・
・
」
と
あ
る
が
、
其
の
歌

の
比
定
地
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
三
河
御

津
の
御
馬
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。 
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言

と

也

、
名

残

の

町

を

出

放

れ

て

、
十

四

五

丁

脇

に

気

賀

の

 
江

へ

行

道

有

、
此

江

に

よ

つ

て

遠

江

と

付

ら

れ

た

り

、
都

に

 

近

き

江

を

い

ゝ

、
都

に

遠

き

江

を

遠

江

と

付

ら

れ

し

 

と

な

り

、
時

刻

も

移

る

と

立

出

れ

ハ

、
篠

原

過

て

左

り

の

方

 

八

幡

の

社

あ

り

、
音

羽

の

松

と

て

七

曲 ま
が
り

り

な

る

大

木

を

 

濱

松

と

も

い

ゝ

、
さ

つ

／
＼
と

さ

ゝ

ん

ざ

諷

に

て

舞

坂

や

 

新

井

の

渡

し

、

順

風

に

真

帆

打

懸

て

乗

出

す

、

お

も

 

梶

と

り

か

じ

え

い

さ

つ

さ

、
さ

つ

と

打

ツ

て

ハ

さ

つ

と

 

引

、

白

浪

立

ツ

浪

、

今

切

の

、

切

レ

ど

も

も

は

や

見

へ

隠

れ

 

出

嶋

／
＼
に

小

松

原

、

葉

ご

と

／
＼
に

色

添

て

、

程

な

く

新

 

＊
名
残
の
町
―
浜
松
市
鹿
谷
町
、
浜
松
城
の
北
西
、

本
坂
通
に
沿
う
。
「
な
ぐ
り
」
と
も
称
し
た
。 

＊
気
賀
―
天
竜
川
を
西
に
渡
っ
て
、
東
海
道
と
わ

か
れ
て
北
へ
進
む
道
が
姫
海
道
で
、
細
江
町
気

賀
の
関
所
跡
あ
り
。 

          

＊
音
羽
の
松
―
街
道
の
南
、
小
沢
渡
村
に
あ
り
、

古
松
に
し
て
枝
地
上
に
垂
れ
て
砂
〈
い
さ
ご
〉

に
這
い
、
ま
た
立
ち
延
び
て
風
流
の
名
木
な
り
、

野
口
村
の
ざ
ゞ
ん
ざ
の
松
を
兄
と
し
て
乙
松

〈
お
と
ま
つ
〉
と
も
い
う
。 

＊
ざ
ゞ
ん
ざ
の
松
―
颯
々
松
。
『
曳
駒
拾
遺
』
に
曰

く 「
野
口
村
の
田
圃
の
中
に
松
林
あ
り
、
一
株
を

い
え
る
に
は
あ
ら
ず
、
す
べ
て
三
拾
本
生
う
る

松
林
な
り
、
伝
に
い
わ
く
、
足
利
義
教
公
富
士

見
に
下
向
の
と
き
、
こ
の
松
の
下
に
て
「
浜
松

の
音
は
ざ
ゞ
ん
ざ
」
と
諷
い
主
演
し
た
ま
う
よ

り
名
付
け
初
め
し
な
り
、
云
々
」
。 
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井

の

関

所

な

り

此

所

舞

坂

よ

り

 
 

 
 

 
 

 

新

井

迄

海

上

壱

り

の

船

渡

し

也

無

滞

（
と
ど
こ
お
り
な
く
）

打

渡

り

 
御

関

所

同

様

ニ

通

行

し

て

、
抑

此

今

切

の

渡

し

と

申

は

 

後

土

御

門

の

御

宇

、
明

応

八

年

六

月

十

日

大

地

震

し

て

 

山

奥

よ

り

螺

多

ク

飛

出

、
山

野

陸

地

忽

に

さ

け

て

海

 

と

な

る

、
風

あ

れ

バ

渡

船

は

た

し

て

怪

我

有

ル

ゆ

へ

、
宝

永

 

丑

年

、
今

切

の

切

レ

口

に

数

万

の

杭

を

打

て

浪

を

よ

ぎ

ら

し

 

め

る

、

諸

人

の

難

渋

を

た

す

く

、

旅

人

爰

に

君

恩

の

深

キ

 

こ

と

今

切

の

海

に

し

か

す

と

か

ん

儀 〈
激
〉

す

、
さ

ら

バ

爰

ら

で

 

休

ま

ん

と

、
新

井

名

物

鱣
（
鰻
）

の

か

ば

焼

、
コ

リ

ヤ

よ

か

ろ

ふ

、
ヤ

ナ

ニ

女 

性

、

某
〈
そ
れ
が
〉

し

先

ン

年

こ

ゝ

を

と

ふ

り

し

時

、
是

へ

よ

つ

て

昼

 

飯

セ

し

が

、
三

十

歳

余

り

の

若

後

家

の

乳

呑

子

を

介

抱

 

    

＊
今
切
―
明
応
七
年
（1

4
9

8

）
八
月
二
十
五
日
、

東
海
地
方
で
大
地
震
・
津
波
の
た
め
浜
名
湖
が

遠
州
灘
と
つ
な
が
る
。
〈
後
法
興
院
政
家
記
〉
本

文
に
は
明
応
八
年
六
月
十
日
と
あ
る
。
又
『
岡

崎
東
泉
記
』
に
も
明
応
八
年
六
月
十
日
と
あ
る
。 

こ
れ
は
、
５
～
６
年
に
一
度
と
い
う
暴
風
雨
に

見
舞
わ
れ
、
外
海
か
ら
の
高
波
・
高
潮
が
湖
内

に
浸
入
し
、
こ
の
高
波
で
前
年
の
地
震
で
地
盤

沈
下
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
高
師
山
連
峰
の
斜

面
が
大
雨
に
よ
っ
て
土
砂
崩
れ
と
な
り
、
浜
名

川
の
河
口
が
堰
き
止
め
ら
れ
、
出
口
を
失
っ
た

浜
名
川
の
水
は
強
大
な
激
流
と
な
っ
て
砂
堤
が

低
く
地
盤
の
弱
い
所
を
破
っ
て
外
海
へ
流
出

し
、
今
切
が
出
現
し
た
。
江
戸
時
代
の
人
に
は

こ
の
記
憶
の
方
が
強
く
残
っ
た
。
「
後
土
御
門
天

皇
～
か
ん
激
す
」
ま
で
の
本
文
は
「
名
所
図
会
」

中
巻
の
文
章
を
参
考
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。 

＊
螺
―
に
な
、
に
し
、
か
た
つ
む
り
。 
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し

な

か

ら

甲

斐

／
＼
敷

あ

い

し

ら

い

、
せ

話

に

成

し

が

 
母

子

と

も

に

替

ル

事

も

な

い

か

、
そ

こ

ら

に

な

ら

ち

よ

つ

と

 

逢

ふ

て

礼

も

い

ゝ

た

し

顔

み

た

し

、
何

の

夫
（
そ
れ
）

に

も

及

 

ぬ

こ

と

、
旅

ハ

気

さ

ん

じ

よ

い

か

げ

ん

、
ア

イ

其

通

り

申

ま

や
（
セ 

カ
）

う

 

と

言

ま

も

な

く

、

鱣

さ

い

た

る

手

を

ぬ

ぐ

い

、

朱

塗

の

 

膳

も

四

ツ

足

も

、

昔

し

か

た

地

（

か

た

ち

）

の

ふ

る

び

た

る

、

お

な

し

 

も

ち

く

る

人

と

て

も

、
六

十

余

し

の

し

わ

く

ち

や

ば

ゝ

、
同

し

 

地

代

（

時

代

）

と

お

も

わ

れ

て

、

鱣

も

わ

け

て

大

ぐ

し

の

、

と

し

ま

 

鱣

と

思

わ

れ

て

、
我

も

後

々

に

は

か

く

な

ら

ん

、
ふ

り

行

年

の

 

是

非

も

な

や

、
古
イ

を

好

茶

人
ン

で

も

、
ば

ゝ

の

古
イ

ハ

用
イ

ま

じ 

是

ば

ゝ

 

＊
あ
い
し
ら
い
―
応
対
す
る
こ
と
。
受
け
答
え
す

る
こ
と
。
あ
え
し
ら
い
。
あ
い
し
ら
う
＝
「
あ

え
し
ら
う
」
の
変
化
で
「
あ
し
ら
う
」
の
原
型

か
、
と
い
う
。 

             

＊
四
ツ
足
―
四
ツ
あ
し
の
膳
。 
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小

野

々

小

町

の

歌

に

 

 
 

 

面

影

の

 

か

わ

ら

で

年

の

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ

も

れ

か

し

 

 
 

 
 

た

と

へ

命

に

 

限

り

あ

る

と

も

 

と

詠

じ

た

り

、

二

度

若

く

ハ

な

ら

ぬ

ぞ

や

、

随

分

孫

子

 

を

大

切

に

、
後

生

大

事

に

願

わ

れ

よ

、
と

い

へ

ば

、
此

ば

ゝ

 

色

を

か

へ

、
是

ハ

興

か

る

仰

か

な

、
生

イ

先

キ

長

イ

此

ば

ゝ

に

 

後

生

願

へ

と

仰

ハ

つ

ら

や

、
此

ば

ゝ

が

此

と

し

迄

鱣

さ

 

く

の

を

手

業

と

し

、
一

日

か

ゝ

（

欠

か

）

し

て

寺

参

り

し

た

 

こ

と

も

な

し

、

ま

た

六

十

に

足 た

ル

た

ら

ず

、

是

か

ら

か

 

せ

い

で

廿

年

、

小

金

を

溜

メ

て

廿

年

、

合

て

九

十

九

歳

也

 

＊
小
野
小
町
の
歌
―
古
今
和
歌
集
に
は
こ
の
歌

は
な
し
。
『
国
歌
大
観
』
に
も
な
し
。 

               

＊
後
生
―
仏
語
。
〈
前
世
・
今
生
と
相
対
し
て
用

い
る
〉
死
後
に
す
む
世
界
，
死
後
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
。
後
世
・
来
世
。 
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小

野

の

小

町

ハ

色

好

ミ

、
わ

た

し

ハ

き

つ

い

銭

好

ミ

 
け

が

ら

ハ

し

い

と

不

興

顔

、
コ

レ

ハ

ま

つ

ひ

ら

誤

た

 

彼

の

深

草

の

少

将

も

、
こ

な

た

の

気

に

ハ

い

ら

ぬ

た

ち

 

欲

の

深

草

少

将

の

価

な

れ

ど

も

直 （
値
）

き

り

も

せ

す

、
財

 

布

の

紐

を

と

く

／
＼
と

払

へ

し

ま

ふ

て

、

コ

レ

お

ば

ゝ

 

 
 

面

影

の

 

か

わ

ら

バ

か

わ

れ

 

年

も

よ

れ

 

 
 

 
 

命

な

が

ら

へ

 

銭

も

ふ

け

せ

よ

 

お

ば

ゝ

ほ

と

ん

ど

笑

へ

つ

ほ

に

入

り

、
是

ハ

／
＼
御

秀

 

逸

、

又

お

下

り

に

、

長

居

ハ

恐

レ

、

新

井

の

宿

、

さ

ら

ハ

お

暇

 

も

ふ

さ

ん

と

、
小

早

に

急

ク

橋

元

の

里

ハ

昔

の

橋

の

跡

 

        

＊
深
草
の
少
将
―
小
野
小
町
の
も
と
に
九
十
九
夜

通
っ
た
が
、
も
う
一
夜
と
い
う
と
こ
ろ
で
果
た

せ
な
か
っ
た
悲
恋
の
人
。
僧
正
遍
昭
な
い
し
大

納
言
義
平
の
子
義
宣
か
と
い
わ
れ
る
が
不
詳
。

四
位
の
少
将
。 

            

＊
新
井
の
宿
―
静
岡
県
湖
西
市
。
新
居
宿
・
旧
名

「
荒
井
宿
」
。
東
海
道
五
十
三
次
の
三
十
一
番
目

の
宿
場
。 
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濱

名

の

橋

ハ

名

の

ミ

し

て

、

元

白

須

賀

や

潮

見

坂

、

遠

 
江

の

灘

ハ

七

十

五

里

、
爰

で

潮

見

の

観

世

音

、
沖

の

目

当

テ

 

の

常

焼

明

、

下

れ

ハ

白

須

賀

、

元

録 〈
禄
〉

の

未

の

年

に

津

 

浪

し

て

、
爰

に

移

す

と

白

須

賀

の

宿

を

過

れ

バ

 

柏

餅

、
猿

が

番

ン

場

の

是

名

代

、
大

な

れ

、
小

な

れ

壱

ツ

ツ

ヽ

 

し

な

び

た

ば

ゝ

が

売

付

ル

、

猿

が

ば

ゝ

ア

の

柏

餅

、

も

ち

 

か

け

ら

れ

て

も

も

ふ

い

け

ぬ

、
モ

一
ツ

二
ツ

三

河

の

国

、
遠

江

と

の 

境

川

、

一

里

山

村

化

物

塚

、

狸

の

得

も

の

八

畳

敷

、

立

テ

 

岩

山

の

鏡

山

、
合

セ

鏡

や

二

タ

川

の

宿

ハ

、
大

岩

・

か

ら

沢

と

 

二
ツ

合

し

て

二
タ

川

宿

、
越

れ

ハ

か

ち

／
＼
火

打

坂

に

て

、
一
ツ

 

＊
濱
名
の
橋
―
奈
良
時
代
「
新
居
郷
」
浜
名
湖
浜

名
川
の
畔
に
猪
鼻
〈
の
ち
新
居
町
橋
本
〉
の
駅

家
〈
う
ま
や
〉
が
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
て

い
る
。
九
世
紀
に
は
浜
名
川
の
橋
と
橋
本
宿
が

そ
の
地
に
登
場
し
、
中
世
の
『
十
六
夜
日
記
』

『
海
道
記
』
な
ど
の
紀
行
文
や
往
来
の
人
々
の

和
歌
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
明
応
年
間
（1

4
9

2

～1
5

0
1

）
の
大
災
害
は
こ
の
地
域
の
地
形
を
一

変
し
て
し
ま
い
、
浜
名
川
・
橋
本
も
消
滅
し
た
。 

＊
元
禄
十
六
年
（1

7
0

3

）
十
一
月
、
南
関
東
大
地

震
。 

        

＊
猿
が
番
場
の
柏
餅
―
『
東
海
道
名
所
図
会
』
に

「
猿
馬
場
さ
る
が
バ
ヾ
」
と
し
て
「
境
川
よ
り

東
、
左
右
原
山
に
し
て
小
松
多
し
、
風
景
の
地

な
り
、
北
の
方
に
大
岩
あ
り
―
中
略
―
猿
馬
場

の
茶
店
に
柏
餅
を
名
物
と
す
」
と
あ
る
。 

      

＊
二
タ
川
の
宿
―
愛
知
県
豊
橋
市
二
川
町
。
東
海

道
五
十
三
次
の
三
十
三
番
目
の
宿
場
。 
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ふ

く

と

吸

付

た

ば

こ

、
中

の

よ

い

し

よ

う

と

姥

石

打

過

テ

 
是

よ

り

吉

田

領

分

也

、
左

り

に

当

り

て

岩

屋

観

音

有

 

二

川

の

松

原

よ

り

見

渡

せ

バ

、
高

山

の

上

ニ

観

世

音

立

仏

 

に

て

ま

し

ま

す

也
 

 
 

ば

せ

を

 

 
 

 

か

す

む

日

や

 

海

道

い

ち

の

 

た

ち

仏

 

我

等

先

年

、
勢

州

発

足

節

、
た

ゞ

並

木

よ

り

ふ

し

拝

ミ

 

右

に

高

き

ハ

石

巻

山

、
き

り

り

と

巻

た

繻

子

の

帯

 

し

か

も

鹿

子

の

ふ

り

袖

を

、
二

階

で

ま

ね

く

其

宿

の

、
ほ

ん

に

 

き

り

や

う

も

吉

田

の

宿

、

大

花

屋

に

こ

そ

着

に

け

り
 

    

＊
岩
屋
観
音
―
「
名
所
図
会
」
に
「
吉
田
よ
り
壱

里
半
、
東
大
岩
村
山
間
に
あ
り
、
亀
間
山
窟
堂
」

と
号
し
、
禅
宗
・
本
尊
千
手
観
音
。 

 

＊
高
山
の
上
に
観
世
音
立
仏
―
右
の
図
会
に
「
堂

後
の
大
岩
の
岩
頭
に
銅
像
の
正
観
音
を
安
ず
、

明
和
二
年
（1

7
6

5

）
江
戸
谷
中
よ
り
寄
進
す
、

遠
境
よ
り
鮮
や
か
に
み
ゆ
る
」
と
あ
る
。 

   

＊
ば
せ
を
―
こ
の
句
、
芭
蕉
句
集
・
芭
蕉
文
集
に

も
な
し
。 

                  

＊
吉
田
の
宿
―
愛
知
県
豊
橋
市
。
東
海
道
三
十
四

番
目
の
宿
場
。 
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当

所

城

主

松

平

伊

豆

守
吉

田

橋

〈

藩

〉

御

預

り

也

荒

井

の

御

関

所
御

関

所

、
伊

豆

守

 
殿

よ

り

勤

番

す

、
七

万

石

領

セ

ら

る

ゝ

、
往

昔

九

鬼

大

隅

守

喜

降

（

嘉

隆

） 

石

田

治

部

少

輔

三

成

が

ほ

ん

逆

に

く

み

し

、
志

州

鳥

羽

の

 

城

へ

楯

籠

り

、
其

子

長

門

守

ハ

関

東

へ

御

味

方

と

し

て

父

子

 

引

別

れ

た

り

、

時

に

長

門

守

、

父

の

討

手

を

蒙

り

、
此

所

の

 

売

イ

船

、
渡

海

馴

レ

た

る

を

計

て

数

千

騎

勢

を

大

船

拾

艘

に

 

と

り

乗

せ

、
順

風

に

帆

を

上
ケ

、
二

十

里

の

海

上

暫

時

に

志

州

鳥

 

羽

の

城

へ

着

陣

し

、
不

意

に

責

寄

け

れ

バ

、
城

兵

上

を

下

へ

と

 

騒

と

ふ

（

騒

動

）

し

、
た

ち

ま

ち

に

落

城

す

、
其

後

御

詫

を

申

て

父

の

 

命

を

乞

イ

、
高

野

山

へ

登

ら

し

む

る

、
長

門

守

が

忠

孝

の

全

を

 

御

感

あ

る

、
此

時

の

功

に

よ

つ

て

十

九

艘

の

舟

主

江

売

船

の

 

＊
松
平
伊
豆
守
―
文
政
十
二
年
（1

8
2

9

）
当
時
は
、

松
平
信
明
〈
の
ぶ
あ
き
ら
〉
。
文
化
三
年
（1

8
0

6

）

～
十
四
年
老
中
。
〈
大
河
内
松
平
氏
〉 

＊
九
鬼
嘉
隆
（
く
き
よ
し
た
か
）
―
織
田
信
長
・

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
、
水
軍
の
将
と
し
て
戦
功

を
上
げ
、
鳥
羽
城
に
拠
っ
て
伊
勢
・
志
摩
の
う

ち
で
三
万
五
千
石
を
領
し
た
。 

   

＊
そ
の
子
長
門
守
―
嘉
隆
の
子
守
隆
、
関
が
原
の

戦
の
後
、
伊
勢
国
に
二
万
石
を
加
増
さ
れ
、
五

万
五
千
石
を
領
し
た
。 
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荷

物

十

九

品

の

上

ハ

ま

へ

を

取

こ

と

を

御

免

あ

り

、
駅

場

の

諸

 
役

を

勤
（
つ
と
め
）

ず

船

役

を

勤
（
つ
と
む
）

ル

、
此

船

問

屋

ミ

な

有

徳

な

る

も

の

な

り 

吉

田

川

本

名

豊

川

と

言

、

水

清

く

澄

て

流

レ

る

 

 
 

豊

川

や

 
豊 ゆ

た
か

に

す

め

る

 

我
（
マ
マ
）

／
＼
に

 

 
 

 
 

 
 

乗

心

よ

き

 

船

町

の

宿

 

昔

ハ

今

の

橋

よ

り

三

町

程

川

上

に

渡

し

場

あ

り

て

、
白

 

菅

の

渡

し

と

い

ゝ

し

と

な

り

、
大

水

に

旅

人

（
た
び
に
ん
）

ン

毎

度

難

義

 

す

る

に

よ

つ

て

、

忝

〈
か
た
じ
け
な
く
〉

も

橋

を

掛

ら

れ

、
今

橋

と

言

し

が

 

其

後

今

の

所

へ

掛

替

り

て

よ

り

吉

田

橋

と

い

ふ

と

か

や

 

橋

の

上

よ

り

見

ゆ

る

吉

田

の

城

、
高

櫓

を

入

道

櫓

と

言

、
此

櫓

 

    

＊
有
徳
な
る
も
の
（
う
と
く
な
る
も
の
）
― 

有
徳
＝
徳
行
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
。 

有
徳
人
＝
富
裕
な
人
、
金
持
ち
。 
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の

下

を

夜

中

に

通

船

い

た

す

時

ハ

、
怪

敷

こ

と

あ

る

と

言

伝

ふ

 
又

船

町

を

江

戸

の

方

へ

過

て

神

明

の

社

あ

り

、
此

門

前

を

両

側

 

建
テ

続
ク

町

家

也

、
爰

を

嶋

路

と

言

、
是

を

い

か

に

と

言

に

、
夜

に 

入

ル

と

怪

敷

こ

と

有

ル

ゆ

へ

、
お

し

て

尋

る

に

闇

も

月

夜

も

違

 

こ

と

な

し

と

言

、
領

主

も

あ

や

し

ま

れ

、
博

士

に

仰

ふ

セ

て

占

 

し

む

れ

ど

も

、

実

事

決

し

難

か

り

し

が

、

三

十

年

程

以

前

 

大

水

の

と

き

、
此

辺

一
チ

円

に

淵

と

な

り

、
漸

く

水

落

ぬ

、
其

後

 

一

向

に

跡

形

も

な

く

な

り

し

と

言

、
又

城

の

内

に

天

王

の

社

あ

り

 

六
月
十
四
日
の
夜
ハ
、
城
下
の
町
札

本
〈
木
〉

町
・
伝
馬
町
と
て
両
町
に
て
大
花 

火

を

燈

す

、
夜

も

す

が

ら

燈

す

、
大

造

な

る

こ

と

凡

立

物

ハ

建

 

を

十

六

丈

程

、
広

巾

三

間

半

程

、
か

い

ど

う

の

ま

ん

中

に

居
（
す
ゑ
）

お

き 

た

い

ま

つ

を

以

て

口

火

す

、
我

等

宿

の

亭

主

、
く

わ

し

く

聞

し

に

 

                      

＊
城
の
内
に
天
王
の
社
―
現
吉
田
神
社
。
『
三
河
国

二
葉
松
』
に
渥
美
郡
の
神
社
の
一
つ
と
し
て
、

「
城
内
吉
田
天
王
社
、
社
領
三
十
石
、
神
主
石

田
式
部
」
と
あ
る
。
又
『
和
漢
三
才
図
会
』
に

は
「
天
王
社
、
祭
神
持
統
天
皇
」
と
あ
る
。「
名

所
図
会
」
に
は
「
牛
頭
天
王
祠
ゴ
ヅ
テ
ン
ワ
ウ

ノ
ヤ
シ
ロ
」
と
あ
る
。
『
三
河
藻
塩
草
』
は
こ
れ

を
参
考
と
し
た
か
。 
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其

数

多

く

候

得

共

、
中

に

も

京

清

水

ぎ

お

ん

の

瀧

、
三
ン

が

い

松

 
其

外

い

ろ

／
＼
物

語

れ

ど

も

是

に

し

る

さ

ず

、
実

（
げ
に
）

も

他

国

に

 

異
ナ

リ

、
目

を

お

ど

ろ

か

す

計

り

な

る

よ

し

物

語

り

け

り

、
其

外

 

亭

主

い

ふ

に

、
我

ま

へ

に

玉

火

と

て
（

下

段

の

図

）

此

様

な

る

竹

の

筒

へ 

ゑ

ン

セ

う

〈

煙

硝

〉

を

仕

込

打

出
ス

こ

と

、
あ

だ

か

も

星

の

こ

と

し

、
余

日

 

決
而

な

し

、
此

両

日

に

限
ル

と

言

、
此

火

の

中

を

笹

お

と

し

と

て

四 

方

へ

竹

を

さ

ゝ

け

、
中

に

て

お

ど

る

こ

と

、
家

こ

と

な

る

、
古

今

珍 

敷

所

の

古

風

な

る

よ

し

物

語

り

け

り

、
吉

田

橋

、
長
サ

百

弐

拾

間

 

と

い

へ

ど

も

、
京

間

九

十

間

余

あ

り

、
む

か

し

ハ

今

橋

と

い

ゝ

し

と

也 

川

の

名

を

豊

川

と

言

、
橋

宿

の

方

、

握

み

〈

渥

美

〉

郡

今

橋

の

庄

、
向

 

實

仮

〈

宝

飯

）

郡

下

地

村

右

の

方

に

、

正

源

寺

と

い

ふ

寺

あ

り

、

地 寺

領

五

百

石 

と

承

り

 
 

神

君

此

寺

に

御

楯

籠

り

、
吉

田

の

城

を

セ

め

ら

れ

し

 

       
 

 
 

 

長 

壱
丈 

 
 

 

 
 

 
 

 

廻
り 

五
寸 

                 

＊
正
源
寺
―-

聖
眼
寺
。
豊
橋
市
下
地
町
、
聖
霊
山

と
い
う
。
真
宗
高
田
派
、
も
と
吉
祥
山
の
麓
に

あ
っ
た
天
台
宗
寺
院
。
三
河
高
田
派
三
ケ
寺
の

一
つ
。
永
禄
七
年
（1

5
6

4

）
に
松
平
氏
の
本
陣

が
置
か
れ
た
。 
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と
也
、
幾
日
せ
め
ら
れ
候
与

い
へ
ど
も
、
落
城
に
お
よ
び
が
た
く
、
神
君 

此

寺

の

聖

徳

大

師

へ

御

き

セ

い

を

か

け

ら

れ

、
其

夜

の

御

夢

に

 

白

髪

た

る

老

人

、
扇

子

弐

本

を

 

神

君

へ

参

ら

セ

、
此

扇

子

 

を

馬

印

に

し

て

今

一

度

城

責

し

た

ま

わ

バ

、
忽

ち

落

城

可

致

と

 

御

覧

じ

、
御

ゆ

め

ハ

覚

け

る

と

也

、
弐

本

の

扇

子

、
御

し

ん

所

（

寝

所

）

に

有

之 

き
い

（

奇

異

）

の
事
に
思
召
、
早
々
御
馬
印
に
被
為
成
、
御
責
あ
り
け
る
に
、
は
た 

し

て

落

城

す

、
か

る

が

故

、
聖

徳

大

師

へ

の

御

朱

印

地

と

申
与

か

や 

我

等

先

年

勢

州

発

足

の

節

、
此

正

源

寺

へ

参

詣

し

、
こ

と

／
＼
く

 

宝

物

拝

見

す

、
御

扇

子

壱

本

ハ

此

寺

に

納
メ

有
ル

、
壱

本

ハ

武

州

 

の

御

居

城

に

有
ル

と

か

や

、
其

外

、
い

ろ

／
＼
御

楯

籠

り

の

節

の

御

器 

物

な

ぞ

も

あ

り

、

此

寺

に

翁

の

塚

あ

り

 

    

＊
聖
徳
大
師
―
聖
徳
太
子
の
こ
と
か
。 

＊
御
き
セ
い
―
御
祈
誓
か
。
神
仏
に
誓
い
を
立
て

て
そ
の
加
護
を
祈
る
こ
と
。
立
願
。 

              

＊
か
る
が
故
（
か
る
が
ゆ
え
に
）
―
「
か
〈
斯
〉

あ
る
が
ゆ
え
に
」
の
変
化
し
た
も
の
。
先
行
の

事
柄
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
後
行
の
事
柄
が

起
こ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
そ

れ
ゆ
え
に
。 
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ば

せ

を

 

 
 

松

ご

葉

を

 

焚 た

い

て

手

ぬ

く

い

 

あ

ぶ

る

寒

さ

か

な

 

此

辺

の

誹 〈
俳
〉

人

、
此

所

へ

碑

を

建

、
筆

跡

、
尾

陽

の

隠

士

と

あ

る

 

翁

新

脚

（
行
脚
あ
ん
ぎ
ゃ
）

の

時

、
此

所

に

て

の

句

な

り

と

こ

そ

、
先

見

聞

の

所

ハ

 

あ

ら

ま

し

こ

ゝ

に

記

ス
 

け

ふ

は

九

月

五

日

な

り

、

天

気

も

吉

田

と

、

立

出

て

 

良

香

散

の

立

場

に

て

一

ツ

ぷ

く

呑

め

バ

、
気

を

は

ら

し

 

二

ふ

く

ま

い

れ

バ

徳

若

き

、
御

万

歳

の

住

所

印

南

村

 

と

い

ふ

と

か

や

、

国

府

明

神

を

ふ

し

拝

ミ

、

右

に

石

碑

ヲ

 

 

＊
ば
せ
を
の
句
―-

芭
蕉
句
集
に 

 
 

 

吉
田
の
内
、
下
地
に
て 

松
葉

ご

を
焼
て
手
拭
あ
ぶ
る
寒
さ
哉 

 と
あ
る
。 

「
松
葉
」
を
「
ご
」
と
詠
む
。
枯
松
葉
の
こ
と
。

松
葉
の
枯
れ
落
ち
た
の
を
焚
物
に
す
る
場
合
に

多
く
言
う
。 
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建

た

る

ハ

、
鳳

来

寺

へ

の

参

詣

道

、
暫
ク

行
ケ

ハ

本

坂

也

、
越

へ

 
陰

寺

を

過

て

御

油

の

宿

、
五

井

と

書

し

ハ

昔

の

こ

と

、
今

ハ

 

お

油

と

ろ

り

と

付

ケ

、
髪

も

形

も

御

油

さ

れ

さ

つ

て

も

 

塗

ツ

た

り

、

う

ど

ん

の

粉

、

中

に

頬

べ

た

赤

坂

の

宿

を

越

 

れ

バ

宮

路

山

、
い

に

し

へ

、
持

統

天

皇

の

御

幸

な

ら

セ

給

ふ

と

 

ぞ

、
又

頼

朝

の

上

洛

に

宮

道

の

山

に

止

宿

と

か

や

、
打

越

行

ケ

 

バ

宝

蔵

寺

、
此

辺

の

山

々

を

二

村

山

と

い

ふ

と

か

や

、
宝

蔵

 

其

外

宝

物

多

く

有

ル

、
門

前

に

御

手

つ

か

ら

植

給

ひ

し

松

の

 

木

あ

り

、
此

辺

荒

縄

編

貫

ざ

し

、
取

縄

名

物

也

、
是

を

宝

蔵

 

寺

縄

と

い

ふ

、
爰

ハ

元

宿

、
三

河

国

西

と

東

の

境

也

、
此

辺

の

山

よ

り 

雲

母

出
ル

、
出

る

ハ

／
＼
又

出

た

嶋

か

な

ら

ぬ

か

鬢 び

ん

さ

ゝ

ら

、
□

□

（
唄
声
カ
） 

    

＊
御
油
の
宿
―
豊
川
市
御
油
町
。
東
海
道
三
十
五

番
目
の
宿
場
。 

        

＊
持
統
天
皇
の
御
幸
―
大
宝
二
年
（7

0
2

）
十
月
、

三
河
行
幸
の
際
、
御
馬
湊
か
ら
上
陸
し
て
宮
路

山
を
越
え
、
国
府
付
近
の
行
宮
へ
行
か
れ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
と
き
持
統
は
退
位
し
て
上
皇
と

な
っ
て
い
た
。 

＊
頼
朝
の
上
洛
に
―
上
洛
の
帰
途
に
宮
路
山
を
通

っ
た
と
い
う
。 

＊
宝
蔵
寺
ー
二
村
山
、
浄
土
宗
。
家
康
が
幼
い
時
、

こ
こ
で
学
問
を
し
た
と
い
う
。 

 

＊
門
前
の
松
―
「
名
所
図
会
」
に
「
又
門
前
に
大

木
の
古
松
あ
り
・
・
・
家
康
が
御
愛
樹
と
い
ふ
」

と
あ
る
。 

      

＊
鬢
さ
ゝ
ら
―
民
俗
芸
能
の
打
楽
器
の
一
つ
。
短

冊
形
の
薄
い
板
を
数
十
枚
重
ね
て
そ
の
上
端
を

ひ
も
で
つ
づ
り
合
わ
せ
た
も
の
。
両
端
の
板
を

両
手
で
持
ち
、
打
ち
合
わ
せ
て
音
を
出
す
。 
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勧

進

比

尼

に

（
比
丘
尼 

カ
）

、
か

ん

じ

ん

か

な

め

ハ

麦

は

た

け

、
こ

ろ

／
＼
こ

ろ

 
ば

る

丸

太

舟

、
藤

川

の

宿

か

ん

は

崎

、
大

平

橋

に

さ

し

か

ゝ

る

 

名

に

大

屋

川

、
是

な

ら

ん

、
西

に

当

り

て

小

豆

坂

、
天

文

十

一

秋

 

の

頃

、
今

川

義

元

、
織

田

信

秀

と

合

戦

あ

り

し

所

也

、
七

本

鎗

 

も

此

所

、

鑓

を

洗

し

池

も

あ

り

、

程

な

く

是

よ

り

岡

崎

領

 

旅

宿

の

亭

主

の

出

迎

も

見

か

け

て

欠

の

郷 こ

ふ

、
投

情

お
く
り
な
さ
け

け

の

よ

い

 

女

郎

衆

、
岡

崎

の

宿

に

ハ

伝

馬

町

、
恋

の

重 お

も

モ

荷 に

を

背

覆

セ

お

ふ

ふ

 

た

か

、
連

尺

れ
ん
じ
や
く

町

の

棟 む

ね

高

く

、
城

の

大

手

ハ

左

り

の

方

、
櫓

ハ

四

十

八 

櫓

、
城

主

本

多

中

務

小

輔

殿

、
五

万

石

を

領

セ

ら

る

、
先

祖

は

 

名

に

お

ふ

平

八

郎

、
唐

の

頭
（
か
し
ら
）

に

立

並

ふ

武

勇

は

げ

し

き

 

   

＊
藤
川
の
宿
―
岡
崎
市
藤
川
町
。
東
海
道
三
十
六

番
目
の
宿
場
。 

  

＊
大
屋
川
―
「
名
所
図
会
」
に
「
岡
崎
よ
り
三
十

町
許
り
東
に
あ
り
、
一
名
男
川
ま
た
大
平
河
と

も
い
ふ
、
三
河
三
大
河
の
其
一
つ
也
、
春
夏
の

頃
ハ
小
鮎
多
く
石
に
触
れ
て
瀬
々
を
の
ぶ
る
。

此
辺
の
奇
観
な
り
」
と
あ
る
。 

＊
小
豆
坂
―
天
文
十
一
年
（1

5
4

2

）
の
戦
い
。
七

本
槍
ー
朝
比
奈
小
三
郎
・
津
田
孫
三
郎
信
光
・

織
田
造
酒
允
信
房
・
下
方
弥
三
郎
国
範
・
岡
田

助
右
衛
門
直
教
・
佐
々
隼
人
佐
勝
通
・
同
孫
介

勝
豊 

     

＊
岡
崎
の
宿
―
愛
知
県
岡
崎
市
。
東
海
道
三
十
七

番
目
の
宿
場
。 

         

＊
唐
の
頭
―
外
来
の
「
や
く
」
ほ
う
牛
の
尾
を
た

ば
ね
て
頭
部
の
飾
り
と
し
た
も
の
、
多
く
は
兜

の
飾
り
と
し
た
。 



三河記 

- 72 - 

勤

臣

達

、

異

儀

糺

し

け

に

出

向

ひ

、

最

早

旅

宿

も

程

近

し

 
と

い

さ

め

る

駒

に

鞍 く

ら

を

あ

て

、
追

や

十

町

八

町

村

、
こ

れ

岡

 

崎

の

町

の

数

、
五

十

四

町

と

聞

か

ら

に

、
扨

も

長

い

と

矢

作

の

 

橋

、

日

本

無

双

の

大

橋

な

り

と

聞

ク

 

  
 

 

此

矢

作

橋

、
長
サ

二

百

八

間

と

道

中

記

に

あ

れ

ど

も

、
京

間 

 
 

 

百
五
拾
二
間
余
、
矢
作
川
・
豊
川
・
大
屋
川
、
此
三
ツ

の
大
河
あ
る
故 

 
 

 

三
河
と
い
ふ
と
也
、
橋
の
上
よ
り
見
渡
せ
バ
、
堤
の
松
の
（
枝
脱
カ
）

振
り
も 

 
 

 

よ

く

、
川

水

澄

て

浅

く

流
レ

、
幾

瀬

か

砂

子

の

雲

の

引
ケ 

 
 

 

川

上
ミ

ハ

九

キ

中

村

衣
の

里

、
川

下
モ

ハ
西

尾

平
イ

坂

柴

船
ニ 

＊
異
儀
糺
し
げ
に
ー
威
儀
正
し
げ
に 
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帆
を
上
ケ

て
、
入
り
江
出
嶋
に
、
見
へ
つ
隠
れ
つ
霞
た
な
引
ク 

 
 

 
高
櫓
、
岡
崎
の
城
東
に
、
高
く

鱐

〈
し
や
ち
ほ
こ
〉

天
に
ひ
れ
ふ
り
て
こ
そ 

 
 

 

行

松

の

松

應

寺

、
木

の

間

に

も

る

ゝ

大

樹

寺

の

こ

な

た

 

 
 

 

の

森

ハ

伊

賀

八

幡

、

是 

 
 

 

神

君

の

御

氏

神

、
殊

に

ハ

弓

矢

応

ご

の

神

、
矢

作

ば

し

 

 
 

 

守

護

し

給

ふ

ハ

牛

頭

天

王

、
各

首

尾

の

よ

い

よ

ふ

に

 

 
 

 

は

や

さ

せ

給

へ

と

堤

の

西

、
ふ

し

拝
ミ

ツ

ヽ

矢

作

の

里

の 

 
 

 

旅

宿

に

こ

そ

ハ

着

に

け

り

 

 

               

＊
牛
頭
天
王
―
矢
作
神
社
の
こ
と
。 

祭
神 

素
盞
鳴
尊 

 

豊
受
大
神 

 

古
く
は
牛
頭
天
王
と
い
っ
た
。 

       

河

原

山 
 

 
 

勝

蓮

寺 
 

正 
 

 

□ 
 

 
 

式

部

卿 
 

 
 

 

重

ノ 
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岡

崎

ハ

 

神

君

御

在

城

な

り

し

ゆ

へ

、
当

国

の

神

社

仏

客 （
閣
） 

御

由

緒

有

て

御

朱

印

を

贈 〈
賜
〉

ふ

、
大

名

小

名

御

譜

代

の

面

々

多
ク

ハ

 

本
国
也
、
此
度
ハ
寸
暇 カ

も
得
か
た
く
在
勤
な
り
し
か
、
寸
暇
あ
る
日
見
聞 

西

三

河

の

名

所
・
旧

跡
ヲ

あ

ら

ま

し

爰

に

記
ス

、
城

下

よ

り

比
（
北
）

に

伊

賀 

八
幡
、
社
領
五
百
石
、
是

則
す
な
ハ
ち

御
氏
神
也
、
松
應
寺
、
百
石 

廣
忠
公
の 

御
廟
、
御
玉
垣
の
内
に
松
の
大
樹
有
り
、
松
平
の
栄
イ

を
御
誓
ひ
あ
つ
て 

植

さ

せ

給

ふ

、
東
江

枝

ふ

り

て

大

木

と

な

る

、
此

故

に

松

應

寺

と

申 

大
樹
寺
ハ 

廣
忠
公
の
御
建
立
、
寺
領
七
百
石
、
甲
州
の
武
田
と
御
戦
へ 

の
時
、
御
太
刀
を
以

伐
〈
き
ら
〉

せ
給
ふ
門
の
閂
、

（
か

ん
ぬ

き
）

素 そ

道
坊
が
敵
を
あ
ざ
む
き
し 

釣

鐘

、
其

外

宝

物

数

多

あ

り

、
伊

田

坂

ハ

両

度

の

戦

場

、
常

念

仏

 

堂

千

人

の

首

塚

に

石

碑

あ

り

、

是

ハ

翁

ば

セ

ふ

の

句 

＊
神
君
―
徳
川
家
康
。
死
後
東
照
権
現
と
し
て
神

に
ま
つ
ら
れ
る
。 

                          

＊
御
太
刀
を
以
て
伐
せ
給
ふ
門
の
閂
―
永
禄
三
年

五
月
の
戦
い
の
時
、
今
川
方
と
し
て
大
高
の
城

よ
り
大
樹
寺
に
入
り
、
敵
〈
織
田
方
〉
の
寺
門

に
迫
り
来
る
と
き
、
家
康
が
に
て
門
の
閂
を
切

り
つ
け
た
と
い
う
。
今
に
こ
の
閂
は
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。 



三河記 

- 79 - 

 
 

夏

草

や

 

兵

と

も

ツ

ハ

も

の

ど

も

の

 

ゆ

め

の

あ

と

 
翁

、
陸

奥

行

脚

の

句

也

と

人

の

い

ゝ

し

、
此

所

よ

り

見

れ

ば

 

畠

の

中

に

酒

井

左

衛

門

佐

討

死

の

墓

有

り

、
岩

津

信

光

明

寺

 

信

光

公

の

御

廟

あ

り

、
寺

領

百

石

、
瀧

山

寺

、
寺

領

八

百

石

、
麓

に 

瀧

水

な

め

ら

か

に

し

て

水

清

く

、
当

国

一

の

景

地

也

、
松

平

村

 

光
月
院
、
寺
領
百
石
、
松
平
太
郎
左
衛
門
五
百
石
、
御
由
緒
世
の
人
知
る 

所

也

、
南

ハ

菅

生

の

川

を

隔

、
此

辺

昔

の

海

道

と

か

や

、
六

所

明

神 

社

領

百

石

、
龍

海

院 い

ん

、
寺

領

百

石

、
御

代

の

始

り

の

御

夢

に

、
是

と

言 

文

字

を

御

ら

ん

じ

給

ひ

、
此

寺

の

住

僧

を

召

し

給

ひ

て

占

セ

ら

 

る
ゝ
に
、
日
の
下
の
人
と
は
ん
じ
て
、
御
吉
瑞
を
言
ン

上
す
、
御
よ
ろ
こ
び 

斜

な

ら

ず

、
御

帰

依

キ

ズ

イ

遊

さ

れ

し

と

也

、
さ

れ

バ

此

寺

を

是

の

字

 

        

＊
信
光
公
―
松
平
氏
三
代
で
、
十
八
松
平
の
祖
。 

    

＊
松
平
太
郎
左
衛
門
由
緒
―
十
六
世
紀
の
有
力
国

人
領
主
で
徳
川
家
康
の
祖
先
で
あ
る
松
平
氏
の

発
祥
譚
が
し
る
さ
れ
て
い
る
書
。 

＊
光
月
院
―
現
松
平
村
高
月
院 

 

＊
御
代
の
始
り
の
夢
―
松
平
清
康
（
家
康
の
祖
父
）

が
み
た
夢
の
話
。 
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寺
と
い
ふ
、
佐
崎
浄
空

（
上
宮
）

寺
・
野
寺
・
針
崎
、
一
ツ

向
宗
乱
あ
り
し
所
也
、
其 

外

名

所

古

跡

算
（
か
ぞ
）

ふ

る

に

暇

あ

ら

す

、
矢

作

ハ

往

昔

、
日

本

武

尊

 

東

夷

征

伐

の

時

、
此

所
ニ

滞

陳 （
陣
）

ま

し

／
＼
て

多

く

の

矢

を

作

ら

セ

 

ら

る

故

に

、
矢

を

矧

と

も

又

矢

を

作

る

と

も

書

、
又

中

昔

矢

作

 

に

兼

高

と

言

長

者

あ

り

し

と

な

り

、
岡

崎

領

分

西

の

境

、
善

知

（

う

と 

鳥 う

）

の

野

中

に

竹

藪

あ

り

、
是

を

長

者

の

藪

な

り

と

言

伝

ふ

、
北

に

 

岩

津

村

と

言

所

に

、
長

者

の

味

噌

粕

石

と

い

ふ

て

、
大
キ

な

る

岩

あ

り 

是

を

長

者

の

台

所

の

跡

な

り

と

言

、
其

間

二

里

に

余

る

一
チ

円

に

長 

者

の

屋

敷

跡

な

る

か

、
実

偽

定

か

な

ら

す

、
又

岡

崎

の

宿

中

と

も

言 

其

ゆ

へ

を

い

か

に

と

言

に

、
長

者

夫

婦

、
子

な

き

こ

と

を

愁
な
げ
き

て

鳳

来 

寺

峯

の

薬

師

へ

宿

願

し

て

、
一
ト

人

り

の

娘

を

も

ふ

け

、
浄

瑠

理

姫 

＊
一
向
宗
乱
―
永
禄
六
年
（1

5
6

3

）
家
康
家
臣
を

巻
き
込
ん
だ
一
向
宗
門
徒
と
家
康
と
の
戦
い
。 

            

＊
善
知
鳥
―
う
と
う
、
現
岡
崎
市
宇
頭
町
。 
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と

号

、
成

長

な

し

て

心

さ

ま

や

さ

し

く

、
月

雪

花

を

友

と

し

 
其
か
た
ち
あ
て
や
か
な
れ
バ
、
殊
ニ

二
タ

親
の
て
う
愛
イ

か
ぎ
り
な
く
、
数
多 

妓

芸

の

女

を

集

め

て

仕

は

し

む

、
十

五

夜

十

六

夜

冷

泉

な

ん

と

 

言

都

恥

敷

（
み
や
こ
は
ず
か
し
き
）

粧

ひ

、
弾

唄

ふ

声

の

つ

や

ゝ

か

さ

、
又

天

人

も

雲

の

 

絶

間

を

三

下

り

、
菩

薩

も

爰

に

影 顔

向

し

給

ひ

、
五

色

の

雲

ハ

二

上

り 

に

た

な

引
キ

、
釈 シ

ヤ

加 （
迦
）

も

阿

弥

陀

も

う

わ

に

な

ら

せ

給

ふ

か

と

疑

ふ

 

其

頃

、
源

牛

若

丸

、
奥

州

下

向

、
金

売

り

吉

次

を

伴
ト
ム
ナ

ひ

、
此

矢

作

の 

長
者
が
元
に
止
宿
有
り
、
此
姫
に
契
り
を
こ
め
、

頓
（
や
が
）

て
分
か
れ
て
奥
州
江 

お

も

む

く

、
姫

、
深

く

も

恋

れ

て

菅

生

の

淵

へ

身

を

投

け

る

と

か

や 

あ
わ
れ
は
か
な
き
名
を
止
、
長
者
夫
婦
悲
し
み
の
余
り
、
せ
め
て
ハ
一
チ

蓮 
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侘
（
托
）

生

と

、
牛

若

丸
・
姫

の

像

を

造

り

、
一
チ

宇

の

寺

を

建

立

し

、
矢

作 
の

出

は

づ

れ

に

十

王

堂

と

て

、
松

原

の

取

付

に

あ

り

、
又

爰

に

不

思 

儀
な
る
こ
と
あ
り
、
三
十
年
程
已
前
、
矢
作
に
す
む
又
右
衛
門
と
て
貧
し
き 

百

性
〈
姓
〉

あ

り

、
生

得

正

路

に

し

て

孝

心

深

き

も

の

也

し

が

、
あ

る

時

二
タ 

親
の
噺
に
、
我
い
へ
に
井
の
な
き
こ
と
こ
そ
不
自
由
あ
り
、
し
か
れ
ど
も 

朝
夕
の
煙
さ
へ
立
チ

か
ぬ
れ
バ
、
心
に
ま
か
せ
ず
と
あ
れ
バ
、
又
右
衛
門
そ
れ
ハ 

心
安
き
こ
と
也
、
地
低
な
れ
ば
我
等
壱
人
に
て

堀
（
掘
）

と
も
二
日
ハ
過
さ
じ
と
て 

少

し

き

屋

敷

の

内

を

あ

ち

こ

ち

と

場

所

を

見

立
テ

堀
（
掘
）

け

る

に

、
段

々 

堀
（
掘
）

下

け

て

も

水

出
ス

、
何

か

音

し

て

鍬

の

当

た

る

を

堀
（
掘
）

起

し

み

れ

ハ 

銭
な
り
、
夫
よ
り
銭
の
出
る
事
限
り
な
し
、
早
速
に
地
頭
所
へ
申
上
け
れ
バ 

＊
生
得
正
路
―
生
ま
れ
つ
き
正
直
な
こ
と 
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領

主

役

人

来

り

て

見

分

あ

る

に

、

永

楽

銭

よ

り

已

来

い

ら

い

□
（
の
カ
） 

銭

ハ

な

し

、
皆

さ

ま

／
＼
の

古

銭

也

、
其

中

に

珍

敷

銭

を

バ

地

頭

へ 

さ
し
上
ケ

、
又
地
頭
よ
り
上
江

も
け
ん

（

献

）

ず
、
其
余
は
主
の
物
な
る
べ
し
、
と 

下

知

あ

り

け

れ

バ

、
聞

伝

へ

／
＼
所

望

す

る

も

の

一

銭

の

価

二

 

銭

三

銭

或

ハ

五

銭

十

銭

に

替

へ

、
忽

ち

金

銭

く

ら

に

ミ

ち

夥

敷

 

田

地

を

求

、
家

富

栄

へ

る

、
又

右

衛

門

ハ

其

後

身

ま

か

り

、
そ

の

子 

惣
助
と
言
て
今
に
栄
へ
あ
る
と
い
ふ

、
以

誠

に

（
ま
こ
と
に
も
つ
て
）

ま
れ
な
る
こ
と
ど
も
也 

是

孝

心

の

身

に

集
ル

事

、
天

道

是

を

知

り

給

ふ

栄

な

る

べ

し

、
此

井 

今

に

い

か

程

の

ひ

で

り

に

も

乾

こ

と

な

し

と

言

、
し

か

れ

バ

爰

が

長

者 

の

跡

な

る

か

不

知 


